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回 回 日 田

親み暑い役所. 民主的な

役所は. と・んなものとは云

吋ないかも知れないが、思

い切った前庭ｾ玄関の駁ＡＦ

いにば好療が持てる。和fの

かＮ［［ＢＩＩ Ｎ 然もないｾの中に機

逝平2j S- 茄骨十織に於て立立な iら

ぬ苦心が不! 墜形の般地に it.t

して慎みとられる。

工期 3ヶ月と云ふからに

は事国務の仕上に不備の点散

見.されるのもやむを得ない

かもしれない。畏主化を呼

べるどとの御役所も怠物と

共に内線の御役人も更に一

層明朗に親しみ易< . てき

ぱきとし喝てもらいたいもーの
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戦時中. 莱曾量土の寮 k して地方の大工が建てたものを

はるばる大阪に移構し‘ 政援したものです。との建築が

金光敬玉水政曾の金信者の前歌合長放湯 Jt I 師を寄生家する

表はれのーっとして、支* " * 舘と名手った玉水面土台事業

閣の本音容としたい正問主主して、私主主はよるとんで之に

御協力するととに致しました。

上棟された主体をみましたと輩、その骨組は大柄で如

何にも遅し: 紙にみえましたが、亘書な丸梁がた¥: " 翠なる

「貧しj の役しかなっていず、その上に符. ずる五寸勾記

事担瓦震叙を息ふ k き. 今更乍ら日本建築の反省をしない

では磨れませんでした。

私 ｴ 手先づ耐震工作者と主主脅し、建物の中 ‘ 種に、世話ｾ墜を

ＱＶ｜げた上で、新しい間取げをする中号 ｋｾ ナ‘めしまし

た。幾.度か建築委員合が開かれて. 平首改訂された後、

その席上で領められた圏の線、意に沿って、紫i I : tt: I主計1: . -

ました。

E義務に絡先えの換然￥しを被けたニ婚の出怒とか、四尺以

主主ある深い軒を幸ひに軒. . へ「一文字j を遁七て建物の

r ! : ! 車線の強慨を依みた" . 叉、表玄踊前に際海を鮫(t て

中庚〈語症路に接する石段‘ をつけ光明したととなどは. 設

計 者・であるが‘ の窓務会まれています。

何分お凶入の犬工棟領が採配する E主管工事だったので

施工捕事を携食じて〈れた川会震は随分智努であ P まし

たが、後半はとちらの然持も解って. お:If.v- に寄託持工〈

仕事がI i ! 旅、反って大工民の遜ぎた火念さ f亡微苦笑の態

であり註した。

( 金 光 教 玉 水 教 曾 枇 曾 事 業 園 本 部 )



外 観

いつまでも敗鞍建築では新しい文化は望むベ〈もな< . 復興都市は日にちイヒしで銀カのない稼怒t t : A世ち

るでせう。私達としては. 奇縁J; も云いたい比の改築工布に関係して. 敬合側の深い御幸盤解の中に協力

を終 ｐ ましたがｾ Ｎ ダザイ ｹ の巧拙は皆 ｴ 離の御批判御壁土示をｾけるとしてＮ .兎も角、悔な量当! i tf: をした心
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12. 待 合 室

･ｾ＠

所 在 地 大 阪 市 西 匝 江 戸 堀 上 遁 ー 丁 目 七
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制約された各組録件の下に於て出

来ろる限 P祭しい. 8所を泌らうと

云ふのが意図であった、中廊下の憂

憶を避け碕子商を節約しなが島空間

を祭 L める療に、. 中庭を耳i ! ) 入れ、

その周聞に吹放しの廊下を廻した。

吹放しの廊下は最多に寒いだろろと

いふ窓見はあったが暖冷房鮫備を完

備し得ない、パラｾタであってみれ

ば特別その第不便を感じる事はない

。中庭には最初寒竹の群生をあしら

ふ設定であったが植樹期の鴎係よ用

ひ得なかった。

乙0 建物の特徴たる中庭、と二渚の

跳ね凶しには僅》ではあヲたが南方

に生活した日の郷愁が流れてゐたか

も知れない。

〈二三. 八. 二八 西宮匝生)

二 階

卒 薗 圃

E ヅ ピ ー

2 ク ラ プ 室

Z テ v "  

4 事 毒 事 室

5 便 所

S  吹放ν 廊下

7 吹 抜 ヶ

所 在 地

弁戸は既存のも

のを働けた弁戸

側丈嫁石にて積

み代へて利用し

たもの。 'o!> .l... .;  

いは是ヅコ夕、

ヒラトツ、ジ

( 最初tま寒竹の

殺で散らず猿定

であったが時期

怒く、芸書竹が入

手l H * なかった

のと施主の希望

t あって. 震の

線に庭のー偶だ

11 をあしら晶、事

となったJ

二階吹放廊下より中鹿を見下す

二 階 ロ ピ ー テ ラ ス

絡子オイル^ テイ。貸手クレ'オソート塗

大 阪 市 北 匡 堂 島 上 趨 三 丁 目
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卒霊長三惨事E
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事 堂 工 昭 和 二 十 三 年 五 月

十玄関

敷地面積 約二千・坪
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1 j $ - 翼民部九古関i坪
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段室. 三着目崎間. 二燈

目提問( ペヲ' : / df . ・、旗空手

付キ J

館



ニ渚建郎 百二十自主干

- x . 事務室. 小事務室、宿直室、

価軍書室、日本間1二 重 〈各十七鮎
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t  一部租宙〉日本間砂壁ffi:.'fIi 大律

箆 膝

檎右買: w 羽目厨房、便所白角 F イ

ル

鱗堂、聴隣室. 東玄関際問ニ丁

掛タイル貼 P 床

堅木 7 ロー. ! l y グ. 一郎楢 7 ロ

- . ! l : . - グ〈舞台. 日本間廊下 J

附 A. 便所. 南玄側、僚全民間

モザイクタイル蛮 11 . 各テレス

下足室四牟白地モルタル仕上ゲ

強量産 各木鼠油性ｾ［ＮｯＧキー郊］ス

仕よゲ( 階段室及舞台〉漆喰組商

仕上ゲ部、木毛板及テックス仕

上ゲ館、水位ペ y キ仕上、日本

間模ウルシ重量 り

= 階 事 商 圏
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正 面 入 口

建 築 会 . 中 )11 悠 主色

級 官It督 村 野 建 築 事 務 所

筋 工 者 浪 花 量且

竣 エ 昭和二十二年一月

一階床 人造石研出し

二階尿・ F グ ノ イ ド

内星章 プラ且 ｾＭＮＮＮＮＺｹ キ塗り 水面ｾＮＮＮＮＺ，キ塗 ｐ

タト 皇室

正 面 人 造 石 カ キ 落 シ ー 締 モ ザ イ ツ P

タ イ ル 巾木入港洗脳シ

裏 面 司:-"':Il '" f J キ昔! "〆

ヲミ弁 プラ ＺａｾＭ 持基綿ｾｾキ仕上ゲ

屋 根 片 流 シ 繊 拶 茸 キ

一 階 3 0  • 5  i平

二 階 1  S  .  0 縛

終戦後三年Ｎ大阪の繁望書街心務橋筋の復興事ｾＢは 一腹焼跡の題合せ

を完了したといった移である一

バラックではあるが夫h 思い思いの化粧をとらしたアアサ F ドが苔

々の自をひ〈。中には ζ れほと思って脚を停める籾@ も少〈ない。し

か b 建物の中に入って庖舗内を挑めわたして見てがつか P するのが大

続分である o ｾれにぽ色 ｨ の理闘があるだろうＮ建築主の建築に衝す

る濁解の程度或は財政的な事情から多分に宣徳的な意味をと b て飯だ

け陀思い切 P 御白粉を塗ろうとしたとと。置量計1k. 施工に嘗った入建の

建築家としての技筒や良心的な ｊｾＧ 、構え， ( ぞれはた主夫財政的には乏

し〈ともＮ技術をｾ盤とじて持つ覇基彼家としての良心の有無の問題で

ある o ) 瑳築意匠家として大切な濁創性‘ 家具申細かた什者間願にまで

抗れるー貧した託金断続紳などの開題. . . ・ H ・..。

E契

10 
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郎内

その外まだまだ多〈の理由が敬えられるだろうけれども、やu ' e 叡には御白書野口車工

をドギツタ塗 P つげて内容の空っぽな建築の多いとと主。と・れは建築家だけの罪で

はない。結局日本人の造形に封ずる感受な P理解の程度を示すものといえるだろち

しかし再び過去の建築と同ーのものを繰返すか. 生れ事理った日本にふさわしい建築

を迭 P 上げるか復興建俊がやかまし〈い b れる今日身まもって造形を3電波ナる建築

量買の責務は縫 b て 11い。

喫茶1(S" プラ y タy " はそのような復興建築の多い心溌織筋の中陀あヲて小柄では

あるけ，れども瓶、と内臓が共に健康的で然持良〈優れたものとゅうと& が出来主号。

一 階 卒 面 圃

4 ι 削

."・lt II <t ｾ＠ ."  

2 時 or *- 'i' 

「
、
}
」

横 筋
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正

面

入

口

正

面

外

観

費支守十施工

119昔十 3佐官害

致 地

株 式 合 枇 大 林 組

高 木 保 久

大阪市天王寺区上本町三

丁目三十二番地

市電上本町三丁目電停前

建築面積 一階 117.2SG坪

二 階 36.733坪

延 153.993坪

タ卜古事仕様

外部 ｾｴ＠ 5寸勾配 日本瓦J:

本館外瑚;a主体色壬ルタル

鐙務シー官事玄関廻 P の み

テ ヲ ゾ ー プ ロ ッ ク 51付け

{ 血は終、てモルタル刷毛引

き1k. 下 見 板 ク レ オ Y 四ト

ニ副総

外部* - 郁与え按 P は様、て

ベy キ塗とす。

内部 荊! 室を除室内控は線、て漆

I没後叉は水性ベ y キ塗和

室は絶、て砂民基童仕上

ヲミ弁ーテックス又はペ=

ア 枝本性 """ : y キ仕上。

床- t量甲板張ステイン仕

上1土昼寝数量

便所ー床モザイタタイル

腰、 36白色付W< ? イル壁

天弁漆喰仕上。水洗放流

式。

一 階 卒 面 圏

大

12 
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正

面

圃

大阪府' 飾命館建築にっかて

本命館は従来現 在位置? 亡者E り

ましたが. 戦災に主って燐失し

府下三千の. 飾の協賛によって

111び此J i 2K 建設せられたるもの

であります。

陳平面育十銭は施主の大型豊の意

向. を設計者として少 k 手を加え

たるのみで大むね施;i: の原案・で

あ P ます。敷地は比較的恵まれ

たる燃況陀よ P 、現在建築線よ

P 相官後退せしめて本館在位置

し、と弘を緑化 t t.. て建物を緑

の中に納めました。

工事はE陸算の関係上内外共-

4艇に手を入れるととが出来す瞬、

正面玄関Ol : r J のみテラゾープ !ロ

ック〈茶絡色) Q占付 lt 外壁は毛ノレ

タル錨務シ( 淡特色) とじ其他

はモルタル脱毛引と事止しました

其伶投大同 Ｑｉ 、 ｾＮＧ｣Ｚ 見るべきもの

はありません。

内線は大俊一階を事務関係の

洋室とし二階は和室四問で足療

をのば L て曾E提出来るやろにし

ました。只設計者と b て残念な

ととは、正面民主閣の前主E を在来

の煉瓦括主を利用してモルタル低

落で仕よげたのを猿算でもあれ

ば玉石積又は鍛Z存石結にでもす

れば. 幾分外書房上よろしかった

のではなからうかと思ひますr

( 官:J 木)

場

内

部

二階卒面画

司

τ
φ

;
'
l'l
'

i

.

t

.
'
:
.
L

':

白

.

l

!

'

;

:

i
.
:
.

φ
l
'
.
!

• 

• • 
4

 

一一ーー一一一ー・一一ー一一一日一一-'

所 犬 阪 市 天 王 寺 冨 上 本 町 三 丁 目 ー
番 地

13 



全 景

〈東側盤上よ P の烏敵1

穴 屋 根 及 渡 廊 下 練 瓦 . 大 仰 瓦

下 庇 繕 手 世111柿葺‘

廊 下 屋 根 杉 ザ ピ 皮 柿 .

外E産 自漆喰仕上

議廊下

位荷及盗事畏買E鋤fl . 達 子 総 角 材

床槍縁甲板! I . 帯主槍材. 角'31 メ

玉里解ある施主主、理由容のs t c 全然汚されてゐ

ない大ヱに遭遇した事は殴計者に主って最もヨド

穏な事であった。

墜は内部を書長束鱗箆. 外航自漆喰といふ立前

で2監p 分げてみた. 北側土綾部下庇下. 2 t . . 渡膨

下内面は感後的限内古事である南面の下地暗まのあ

る墜は額g から云へlま外務でるるが. 建築は型車

衝ではない。備との下地慾』ま最初、う少し小きかったのを板倉先生の助曾によって湾翼に見

る様にお富める$ が出来た。

下庇及渡廊下の、柿. はすべて織の手鍋η ，. 官主であったのを他授の繍係で杉の鱗皮とした、

会事事杉の鯖皮に雪量更したつも習の念加藤氏の方で除 P惑いと思はれたのか. 南庇丈格の手書曜

にされてしまったのは却って迷惑であった。

北 ＱｩＦ 露地の普賢分の飛石は Ａ 直線的に感じを出す Ｔ 祭事 ｾｉｍ ヒ、 ｩｴ 居を緩めＮ西側の占誌を幸 ｵ 用して

山際の清水の緩tc盛から水をした h らせてみた。

内音震は荷物未整理の第傍 ｬｾ 凶来なかヲたのは残念である。

8. 6. 西宮匹主主

@

A

K

J

一一&一一

京 都 上 村 氏 邸

14 



西側崖土より

露 地 を 謹 む

西 側 面 上 よ P 緑地を望む

土Ｎ白河長ｾＮ ii 依土混合土

飛石草安馬石 ー杉苔散らし

南画外混

墜事監幾鱗聖堂. 下地需主 萩

樋 銅 板

。平 面 画

場 所 奈 軍 感 茜 大 寺山 陵

15 



A  
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A 氏 邸 説 明

ａ 氏邸は｀ｾさんの新家庭のた

めに主舞えの同年 P に建てられたも

ｕ で十拡大の居間と～帖大のｾ

室のニ問. そがに尚車な炊、高野揚.

化粧室主

入浴. 食事の大手ドは主語えですま

されるので乙ろ云ふ形式をと P

ました. 居間の一隅の机軍事担割、

疲 Ｗ 台衣ｉｦｾＺｬｬ y 見、凶車事鏡の付い

た化粧事Lナイトテープル等大工

の手応よって作られました。

氏 邸
設 計 施 工

構 造

建 築 面 積 十 二 坪

耐震上家根を艇〈ずる j t と

パ y ガロ F 風の外観の要求

で勾配を三十五分とし砂付

ル - 7 イングを切って一文

字葺としベ y キで栗色に策

色をした

外壁下見板ベ y キ塗り内郡

墜天井漆喰塗 P 床信 7 ロー

9 Y グ板張 P 以 上

あめりか屋設計施工

設 計 携 嘗 今 商 茂 雄

あ め り か 屋



乙れからの建築はどうあるべきか

.座 談 曾 。

出 席 者

司 令 〆者 西 山 卯 三〈京大助敬授ヱ得)

梶 原

小 林

一郎氏( 巨大帥郎敬意)

三氏( 言復手ザ雲)

近 藤 博 夫 氏 ( 大 阪 市 市 長 〉

坂 静 雄 氏 ( 京 大 量t 授〉

庄 司 光氏( 官締研究: )

竹 腰 健 遁 氏 ( F建築協: )

中 野 順 衣 郎 氏 ( ず ヱ 制 等 噌 )

西 脇 9 カ女史( 号際文化協: )

和 ‘ 辻春樹氏( 元: : < < I s 市長ヱ官事〉

場 所 … … 児 島 邸 本 曾 分 室 |  

r-=れからの建築ほ如何にあるペきかJ

竹 腰 本 町 羽 鴎 な 暑 さ に も か

がわち十、しかも御多忙の中を

わき「わｾ本舎の＿こめにお集り下

さいまし? こことを厚《御腫申上、

げます。

御承知のように多数の家屋都市が駿災のTこめに

自脅かれまして、いまようや t 復興の機運に際合

いf こしておるのであちますが 官舎としてもその

性質上大きな関心をもちましてぜういるふうじ進

17 



復興街スケッチ ① 千日前 ス バ ル 座

んで行〈べきか、これを根本的に決めてかからな

いとまにふ? こ? こぴ誤つ? こ方向 tこ導かれて行きはし

ないかといふ点を憂慮いにしまして、この際皆さ

まのお話を承って新し〈準t J ベき指針を得て参考

tこ委しfこいと存じおねがい申上げましにところか

く多数の御賛同を得ましにことは、本舎にと b ま

ことに光築に存すもる次第であちます e ぜうかこ φ

機舎に御腹蔵ない御意見なり御批到をおねがいい

? こします。

それでは司曾をと西山さんにお願ひいにしますの

『都市の復興はどうするかJ

司 曾 都市が段災の? こめに焼か

れてじまってこの復興について

は、ま? ゴバラック建てが相官ゐり

根本的復興に闘しではあまちハツ

キ P しに方向が出ていないように思います。これ

を建築の菌から視察して将来都市はぜういうふう

lこ復興さるべきであるかといふ点について、まづ

お話をうかがい? こいと存じますa まづ小林きんに

お願いします。

『都市復興の在リ方』

小 林 建築というものは験災

なさ' の方面か 4視察してぜなに

も異論のないという点は不燃倹

の建物でなりればいけない。こ

ういう点はみな一致しておるところといえる。し

からばこの不燃俊の建物を原則とする建前をとる

ならば ｴｾ 、いまの都市 ｩ ニ謝する概念というものを

嘗局者はー援しなりればダメ ｴｾ と思う。いままで

の都市は平面的じて ｴｾ つ賢 ｵ こ ｴｾ 横へ横へとひろ

がづて、そして放任されにまま自由に伸ぴて行き

グコの足のように都舎が績がって行〈、その結果

がさ' うかという結局交通難を来し、都合というも

のは不潔なもの不衛生なもの、設備の不完全なも

のといふことになってしまふ。

Tゴか、ら生活は郊外でなげ bや住めないといつに

ようなまちがつ七考えを一般のあのに Aおじさせる

ことになる。住宅を不燃焼にしよう。こういう一

つの原則を建前として漸ヲたそういう方向 tこ進んで

ゆくとするならば、これは都市をもっと小さいも

のにするといふことに嘗局者の頭をー饗させなけ

新 し い 設 計 と 施 工

関 西 建 築 工 業 株 式 曾 枇

取締役祉長 山 澄 忠 三 郎

大 原 市 北 区 絹 笠 町 大 江 ピ ル

電 話 堀 川1 ( 35) 四 七 三 番

18 



ちゃダメ ｴｾ￸ ｴ ごからして＿こ ｴｾ 大きい都市のみをつ

《るということのみを考え十 t二、ご〈完備しに都

舎をつ〈らなげればならぬ。しかるに今の三' この

市を取てみても ｔ こ ｴｾ 庚〈しさえすればいいと考え

ておるよう ｴｾ 。こいつを一つ根本的に是正してゆ

〈ことが必要t: と思う。御承知の通り外閣 の都市

はさ' こへ行つでも日本の人口のふ b あいからすれ

ば三十五寓か四十高位の都市で非常に小さいもの

?三。

これは立体的になっておるからそうなっておる

のであるが、いまのまま不線撮主にしようしようと

いって、野放置にひろげて行つにらぜうなる。水

道、ガス、電燈、あらゆるものが五階建を標準に

するなれば一階であればそれの五倍かかる勘定f

? ごからこれをもっと集約し七いい都市にする。

完備し七ものにする。ｾ地は縁地々帯にする。

交通はもうセンターには大体歩いて行げるとい

うふうに俄快な快遁な都舎をつ〈るという祖念を

さきに植えつげて、ぞれを方針にしなければ私は

いまのように＿こ ｴｾ 不自明鎮の建物だってに ｴｾ 搬げ ｔ こ

んぢやとでもやちきれるものじゃないと思うん ｴｾ

近来ぜこの村でも合併合併というんでに ｴｾ 大き

い市をつくることのみしか考末ておらん。もう大

きい市をつくっfこらばもう経費倒れですぞ。水道

一つつ〈るん ｴｾ ってまん中に大きな水 源を侠んで

何本も求道管を引勺回会じゃとても立沃な都倉

. 司

ぷ鳴も

復 奥 街 z ケ ツ チ ② 道 領 沼 風 景

ができっこはないと思う。まづ第一に不燃慢の建

物をつ〈るとか、将来のことを考えてゆ〈とすれ

ば都市ｾ l ! ' うするかということを考え、それをさ

きに決めてい＿ご ｴｾ き＿こいと思いますね。

司 曾 燃えない都市をつくらな砂ればいけな

いということはこの畿宰でも、まにこの間の輯奔

の大地震でもハツキ F 認識されておると思うので

すが、燃えない都市をつ〈るについては不燃焼の

建築をするという方法とつ b あいのとれ七盆地を

取って建物に相官の間隔を置〈、不慮の天災にも

大火事にしないように現在の都市計霊の方向を固

定しよう。都市は大きなものにして、その中の人

口平野ｾは小さ〈してパラパラにしようといふ考え

方が割合頚〈出ておるように思うが、小林先生は

都市は平面的に大き〈するということは t 、げない

答 案 品 目

朝日波形丸 ν ート

" 小 平 板

朝日ス v ー ト 稼 式 曾 祉

"  石 綿 煙 突 大阪ヱ揚大阪府中河内郡知美村松山町 大阪管業所大阪市北区曾根崎上ーノ二八

" 厚 形 ス レ 四 ト 電 話 東 住 吉 1518・2046・326 健 僑 腐111 2707・2054

本 軍士東京都中央直銀座七丁目三番地〈朝日ピル〉 電阪銀座 ＲＰｾＰ ・ ＷＴＵＶ

横由貿工場 横古賀市鶴見直鶴見町四七O 電憶 ＲＱＷＵ ・ ＲＲＸＵ ・ ＲＹＳｾ ・ ＴＳＷＳ ・ ＴＸｾｏ

名古屋工場 名古屋市中111m; . 富船町四ノー窓際本局 269 岡山工場岡山際浅口郡玉島町電話宝庫r . o24

門 司 エ 場 門 司 市 田 之 浦 昭 和 町 電 館 2M! ! ・2483 ・2863 札 幌 エ 揚 札 幌 郡 白 石 村 電 信 札 幌 5685

熊本工事長熊本勝下室益減郡賞尾村 金 書 事 エ 揚 金 海 市 荒 町 一 了 目 回 大

右 左 府 石 綿 鎖 山 沙 流 郡 日 高 村 官Z 昔昔日高 5
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復興街スケッチ ① 皇室頓掘 中 座

といふようないまの御意見を承つにのですが。

小 林 建設費がとても要る。やり切れるもの

じゃない。電燈、ガス、水道、下水設備その他凡

ゆる施設に莫大な経費がかかる。そして修繕でも

何もかも将来これが市民の負檎 iこかかるとすれば

モの点でも宣・に莫大なもの1こなり、負擦に堪えら

れないじゃないか。

司 曾 この点について非常にC ompact なこと

が特徴であるが舶についての専問でいらっしゃる

和註きん如何ですか。

和 辻 仁 ｴｾ いまお告のような御意見には同感

で至極ごもっとも ｴｾ と思います。日本の都市とい

うものには都市らしいものがない。 Tニゼ原始以後

の生活が比較的にしやすかっfこ場所へ入が集 b は

じめに、それがズルズルぺツタリに大き{ . .1，よって

管 業

ロ

ロロ 自

r 切っミ「 来＿こもの ｴｾｯ tゴから本嘗の都市計霊

ｦｾ＠
ム - 町帽パ で、もつてその都市ができて主おf るとい

干ｾｉｾｾ バｾＨＩ ふものは臼本にはないじやない

邸 1ヴy し? にこがつて日時本人猫得の恩想の在り

方その現れが少〈都市の内容も 3賓変tじこ貧弱です。

これはあらゆるものについて日本のものば貧弱

のように思える。都市についても同じ ｴｾ と思うが

いまのお話のように不燃性にするということは、

都市としてはまあ一部に離れTこところの郊外につ

〈つでもいいかも知れないが大休私はいわゆる日

本の大都市といふものはまづ内容において根本は

地下工事それから出盛して本宮の都市をつく bあ

げて、同時にその上に建てらるべきものはいまお

話あっTこように立体的に不燃焼の建物を建ててそ

して緑地をふやす。それでなりれば都市としての

能率はあが b ょうがない。いま建ってゐるバラッ

クにし? こって始末が悪い。そこへもってきて交通

機関は貧弱 ｴｾ 。集園生活をす Ｚ るの ｬ こわざわぎ不便

なものをつ〈っておるというか? こちではないかと

思ふ。 tr ろん日本では地震が猿想される 'から耐震

にし 1S>げればならぬが、仮に郊外に一部求謹建築

を許しでも完全な耐震構謹といふことが経費に必

要であるが、都合としては全部鍛筋コンクリ F ト

でいいじゃないか。むろん集圏住宅となるわけ ｴｾ

が、日本人としてもそれ〈らいのところ tこ伎なこ

十 八 吋 ス レ ー ト ・ 浪 型 ス レ ー ト

テ ッ ク ス 竹 ラ ス ・ 木 毛 セ メ ン ト 板

フエ J!.- ' !:- • jレーヒング・各種建材一式

佐

2 0  

賀

本 社

工 場

産 業 株 式

大医市東区唐物町四丁目二十七番地

四 図 工 場 ・ 宇 都 工 場

曾 枇



とにならなげれば、図家全体の能率が上がりょう

が 1まいじゃないか。そういふ意味でやは! > t : ' こま

でも不燃性の大きなものでも貴行できるかどr う

か。理想としてはそうあるべき Ｑｾ と私は考えてお

ります。

不険性の立波な建物にせなりればいり
司 曾

ないのであるが、現在都市のまん中に不燃性の建

物が非常に鈍霊なものがいいか、将来地震という

官、帯、ー

-

一一一 一τｾ こ と ｾ -- _  
ことを考えると現在のような1鈍霊感と申しますか

心、第橋筋ノ i横丁@  復興街スケッチ非常に桂が太〈て強い、盈主も厚いというそういふ

ものにするか、それよりもっと軽快というか将来

構遣が幾分経って行〈というようなことにならな
まあ設備をもっと完備しにものにしな付ればL、け

ない。

いでしょうか。

日本の現在がそれ、ぅ点でま fこ、特に将来こう

ぞれは住宅とかそ
いまの話なんですが、

坂

いよ、ようになってゆかなりればならぬといふょう

れから事務所、銀行とかこれらのまるっき b使用

なことについて庄司さん。

都市といふものは私の方庄司

としては保健衛生の都市といふも

のを考えておるわりですが、御承

知の遁り今日まで都市の保健的な

目的がちがうとか部屋の大き§ がちがう。てから

背のような事務所なんかが固定しておっ? こような

もっと安材の酉
頭で到断しちゃいげ Tょいと思ふ。

でも箇約するところがあるし、構治でも外親でも

とにか〈ああいふものでないものが、出て〈る Ｑｾ

方面の考慮といふことがまるで行ぜう Ｑｾ らう。
らうと私は考えておるがね。

はれていない。ほとん 5 零であるといっていい。

われわれとしましでは新しい都市は不
司 曾

殊に大阪を概ると保健的な面から考察すると有害

燃債の建物にしなりればならぬといふお話で、 Tこ

なものばかり、住宅の面でも不良住宅があり、媒

煙、騒音の問題、内容的な方面では金〈ま今い、

Ｑｾ ちに鏡筋コンクリートを想像するのですが、き

きlまぜからの小林先生なり、和辻先生のお設では

枇

補修工事一般

曾式株

• 墨表及材料一式

業興墨

• 墨

阪大

大 医 市 北 区 堂 島 般 大 工 町 三 回

大 医 府 豊 能 郡 箕 面 村 牧 落

池 田 市 槻 木 町

大 阪 府 甫 河 市 郡 古 市 町

滋 賀 県 系 蒲 生 郡 八 幡 町

本批密業所

第 一 工 場

第 二 工 場

第 て三 工 場

第 四 ヱ 場
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復興街スケッチ ① 梅 関
。

S  劇 場

最近では煤煙、この降次量を計ってみると殿宇直

後においては一時減っていに

に殖えてきておる。石茨の量は上がらないド降灰

量からみると相官上がってきてゐる。 まTこもとの

煙の都が再現されるのではないか。都市全体の設

備としてはそういふ方面を相官考慮してもらいに

L 、。 ぞれから下水の問題。 これは大医ぱかちじゃ

ないのですが非常に慈い。都市を建設的の面から

砲で建設されるといふことと共にこれの設備の問

題、下水の問題、煤煙の問題、水道問題その他い

ろいろ保健上の設備について十分完備してもらい

? こいと思いますが、結局いままでの日本の建築の

内容と申しますと、事務所なんかある程度比較的

簡皐で行げるわけですが、これからの集圏住宅、

その内面的の水道とか電気、ガスそういふものも

完備してもらいTこい。 fこ1: か? こちの上? ゴけの不燃

墨 貴 家 具

位、健康上悪いものが出来るれ、ふことは巌に警

戒していに1: き? こいといふことを現在考えておる

ｾ第であります。理想的都市をつ〈るということ

についてはそう都市の範囲の震大なものでな〈て

もいいてらうと考えておるわけです。

小 林 自然外園を限るとよ〈わかる。 イグリ

ヤのミラノ、トリノ、私はあの謹を親て廻つ? こ。

十八ヶ所ばかり廻って観? このですが、貨にこじん

まりとしておる。そして御承知のように二千年前

からの封建制度の遺物で街には城壁があり、小き

い都市でもまとまっておる。 そのかわり高い家で

もないが四階や主階の家は津山ある。勝i こ?こ1: ぃ

まお話にあっ? こようじ下水なり水道なさ' は完備し

ておる。 日本のようじ水洗便所に改造せす・して外

図人に遊びにこいつにつて、ぞれが改善されてい

なかっTこら来るものはない。 ぞれが一番難題であ

る。向うのは小さいが整っておる。 ぞれに引きか

へ白木のは? こy - 、 1: 1"' : つぴろ L 、1: 1d1: 。

司 曾 つまり不完全な大よ b も、完全な小と

いうことですね。

小 林 ところが賓際はさを圏でいふと都合は1:

ん1: ん大き〈なりつつある 。 われわれがいかに云

つにつて作J と申そうが、デモクラシー政治で管議

論があるん1: か知らんが大きい都市でなげれば承

知しませんからね。 ( 笑撃〉

大限につャて考えてみても、北の方が一面に何

日 本 建 材 工 業 株 式 曾 枇

大 阪 替 業 所

大阪市南置順慶町通三ノ十・電話土佐堀 ( 44) - 926番
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メートルづっさ' うとかこうとか、あすこを埋立て

て二百五、六十蔦坪も埋立て掘割の土を取って新

し〈やって行こうとしておるが誰が考えてみにつ

て、そんなも のは線地々帯に してしまってそして

それ〈らいの人を抱擁するようにするのが一番い

いにきまっておる。 そこで私は一つ大限でやって

みTこいと思ふのはあの堂島と中之島の南岸、この

川を挟んであっちこっち iこ緑地々帯をこしらえ、

そして五階ぐらいの家をす・っと立ちならぷ建築物

で美視を呈する事が出来? こならばと考えておる。

そうなるともう郊外ゐ? こりへわざわざ遠いのに蹄

る人もな〈なると思ムね。 そういうふうなところ

をーケ所か二ケ所遺るといいと恩点、。そうすると

堂島川を隅てて爾方からちょうざ今の渡謹橋、こ

っちは日本銀行の姦あ fこりのところがいい住宅地

になると恩ムね。

中野
?こr: 撹げるより完備せよと

いふことですね。

小 林 そうです。事変大きいのは

経費がかかってダメです。

司 曾 ? ことえば大限という大都市は非常にこ

う集約するとなると人口が少〈なると 恩ふが。

小 林 その通り。大休そういうふうになると

大限市は二百五、六十高ぐらいが限度になるんじ

ゃないか。

墨 と 装 官旬

昭 和 産

船 木

業

由

一可圃ｾ込ｳ，ＮＮ Ｎ

復奥街 λ ケ ツ チ ① 新興事務所街〈御堂筋大丸前〉

司 曾 現在の大限市の計歪ですと奮大阪市が

= 百五、六十蔦で抑えようとしておる、図土計受

で五百禽を出ておるのを約牟分ぐらいじおさえよ

うとすることになっておるが、ぞれをまん中に集

めて平野度を高〈して住んで非常に便利r: というふ

うにし、そして周圏には緑地# 帯を蔑しておこう

小 林 自然にそう，なるんじゃありませんかね

まん中をそういふ設備』こすると? こt: これは御質問

以外になるか知れませんが、私は地下銭が大きら

いなんです。脅から反劃してきてとうとう佐多博

士と議論をして敗 ｾｴ こんですが、大医市は地下織

になっ? こが、私は日本のような地震園で地震の震

度がい〈ら張度がさ' うのといふことはわからな〈

とも何時地震が起るかも知れんじゃないか。その

時にや私はそれみ fこかく笑繋〉といいTこいのは、

あの開門の地下トンネル、あんなところへトンネ

株 式 曾 枇

松 商 庖

大 原 市 北 区 老 松 町 二 丁 目 十 八

電 話 堀 川I ( 35) 二三五王者幸
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復興街 z ケ ツ チ ① 
大丸前新興事務所街

Jレを遭って何になる。私からいわせればあんな馬

鹿なものはないと思ふ。そちゃェューヨークまで

行き、サンフランシスコまで行げば大きなのがー鍛

橋の下を通っておる、 ｴｾ が門司と下関ぐらいの聞

はあ bやちょっとつなげばなんでもないじゃない

か。立誠な陸上の高架にすりゃいいじゃないか、

なぜ地下を遁すようなあんな馬鹿なことをするの

か。地下餓 ｴｾ ってそう ｴｾ 、あれ ｴｾ ってーベん Ｗ Ｎｋ遣

に仕事ck が入つfこらぎうする。水道が川の下を

湿っておるが、まあこれはハツキリとはいえんが

ぜんな地震がこれからさき百年さきか、何十年さ

きか、こちゃ疑問 ｴｾ がーべんクラックが入りや畿

道なんてにちまちペシャンコじゃないか。めちゃ

めちゃにこはれるじゃな‘いか。紳戸でもそうだ a

医榊の地? 下識を入れておるが、あれなんぞも疑問

にしておるん ｴｾ 。

銭遺省へ行って首脳部と掛り合つ＿こん ｴｾ が、み

んな地下織にするという議論が多い、私はいつ地

震が起るかわからん、地下康止論をやっ? こ η れぜ

もその時はその時 ｴｾ t . いうて、先生ぜうですか地

下論が多いじゃありませんか、圏全体としていう

ことでとうとう敗りもやつに。

和辻 私も地下反主討論者ですよ。

坂 僕は乗るときは外を見Tこいからね。( 笑

ｾＩ私の意見は高架です。

小 林 高架は騒音Tごれ下うが4 そういう意識

でもって蔀〈からよ吟い響〈の ｴｾ 、しかし今に防

音のいいものができるよ。いまフォードの研究所

じゃゴムよりもっと強いタイヤが出来ておる。そ

してまにレールもトラックもいいものをきカ、んに

研究しておりますよ。

和 辻 日本人はとても地下織が好きらしいで

すね。

小林図つにもん ｴｾｯ Ｈ笑ｾＩ

多 勢 こりや模倣 ｴｾ 。

和 辻 ものを考え今に毘似 ｦ こ ｴｾｦｴｴ ｴｾ 。如何に

も世界的科事の園? ごといふように見せる看板fごげ

⑧恵島屋隷飾部

電話( 75) 1513- 1518

犬 阪 難 波 ⑧ 七 階

進 駐 軍 納 家 具

室 内 装 飾 設 計 施 工

草 鞠 内 部 工 事 一 般

船 舶 ぎ 内 装 飾 設 計 施 工

底 舗 住 宅 改 造 設 計 施 工

古き侍統ミ信用を誇る

⑧装飾部へ何卒御用命の程を

24 



Ｑｾ 、まつ＿こＨ ｕｾ らぬ考え Ｑｾ と恵 、 ふがね。高架の

方が地下よりす・っと安《て情なんてがね。

小 林 第 一 安 全 で す よ 。

司 曾 = ユーヨークの方の地下と高架をくら

べると高架に乗らす' 地下がいつ? ごといふことじゃ

ありませんか。建都なんですよ。 Tゴから乗る人が

少いんですよ。

坂 そ h や地袋が具ふ、向うには地震がない

すべて固い聞い岩祭 Ｑｾ￸ 地下は四角に岩を切って

おるわり Ｑｾ 、固い紫に穴をあけて過しておる。

小 。林 高架は瞳分古い鎖骨が置いてがんじよ

うてが古いし、地下は新しい。こんなところを見

てきてみなそうらしいことをいふが高架はあのエ

ユーヨークじゃ不便なところなんですよ、高架の

遇っておるところは。

和 辻 地下は地質がいいからね。ほとんさ' 水

が漏らすもみな川へ流れるようになっておる、日本

じゃとてもあれの真似は出来っこないよ。

地下は京都でもあの乗入れについて私は反封 Ｑｾ

いまのお話のよ引こいつグラグラっと来るかわか

らない、地震の程度もわからないから大医も地下

は危険だよ a

小 林 佐多博士は地下論。私は高架論です' い

ぶんやつにもん Ｑｾ 。敗けちゃっ ｔ こ。とうとう地下

鍛が出来? こからね。

和 注 一つ川底が溺れfこらね。

中 野 日本の事情に感じて完備しfこ都市にし

てもそういム性格を織込んで日本の 函放に隠す・る

よう iこ勘案せにゃなりませんね。

『近代都市lま京都から ?J

小 林 これは京都が一番うまく出来る可能性

をもっておる。京都の紳位、俳問、これは京都の

一番いいところ、東山あ? こりからす・っと占領して

おる、あれを何十年の聞にいろいろと片づけてゆ

復興街スケッチ ③ 淀屋橋 B 建築事滋or

〈、そしてあの地面に新しい住宅経俸をする、す

ると一番いいところが出来ると思 、 ふん Ｑｾ がね。あ

るいは木遣をそのままおそら〈これは改遣が出来

ないと恩ふが。先生ぜう Ｑｾ ね。

和辻 京都は十分のーで結構ですよ、あんな

ものは遺物です、{ l i j の役にも立っちゃいないです

よ。 Ｑｾ から全部取梯っちゃう。Ｈ笑聾〉

小 林 そうなると京都が一番いいものが出来

るという可能性があるわけ Ｑｾ ね。

司曾 京都でもまん中に不燃性の五六階建ぐ

らいの建物を並べますか。

小 林 京都は紳紅偽閣が解体されてさf うf';; る

かということが問題で、その点で一番いい面が出

来るかさ' うかということ f fね。

建 具 工 事 ・ 襖 工 事

• • -・

巌 責
惇 近

続 代 遺 伝

Z的株式柏商曾幻
技 設 舎 赴 素 納

術 備
材 期

• • • • 

本 匙堺市漬寺諏訪森町貫主三丁・也君舌滋寺三九三番

轡 業 所 大 阪 市 浪 速 直 河 原 町 二 丁 目 一 四 六 七 呑 地

ヱ 揚 大 阪 市 旭 区 今 市 町 一0 七五電話妓束@2812
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ところがみんなは蹟がる事ばかり欲するんf 。

しかも都市の膨張ということは大阪じやさを市が不

衛生であまり賛成しません、とにかくゆとりのあ

るところの郊外 ｲｾ げ入れようといふのでこれは結

構 ｲｾ ｣Ｎ思 、 ふ。 ｲｾ いふー費ってきましによ。

人口問題は三千寓にすることでね。

笑聾〉ぞうすると都市計霊も根本的に襲って〈る

和 辻

ね。

三千高はきついぞ。素人でむちゃ〈ち

ゃいうほう ｲｾ が、いまなんぼ食糧問題 ｲＺＺ の努働問

近 藤

明有宗右衛門町① 復興街^ ケツチ

題、賃金問題からいふて何をこうするにつてやれ

ないじゃないか。例年怒っ? こって解決できん、誰

「住宅政策はどうすべきかJ 、

市を小さ〈していいものをつ〈るとい和 辻

かさ' えらい政治家でも出てこないと解決出来ない

よ。? こだ一つ遣は大政治家出でよ。いまの政府の

宮路者、代議士さん、或は進駐軍、殊に進駐軍の

三、市舎議員は一人もいないね。 ｦ こ ｲｾ 大きくするこ

女の方にもしやアホーみ? こいな話を申上げておる

あの

と、合併論ばかちてね。

ｲｾ いぷ大限の蓮中に吹込ん ｲｾ よ。近 藤

ん ｲｾ が、ぞれは僕は人口問題は知りませんが八千

禽、そして毎年二百高殖えて百高死ぬ、結局百寓

い、優生法をやれとやかまし〈いうが癒えぬ。そ

づっ殖えて行〈、これじゃ八千寓は減りつこがな

ゴミ溜めの生・活をやってお「る、一つ駿災を食ふと

あの温1 ) ｲｾ 、火事で丸焼けじゃ

ｲｾ 。御堂筋なんかもっと蹟げに

ゃいかん、すると置すぎるとい

ないか、作J 禽戸倹〈つもちなん

れよちヤミの方がきかん ｲｾ 。何んぼでも殖えるー
ふ反封＿ご、街を弄ぶもの ｲｾ とい

こりやぜうしても六千高に

減らさにゃならん。要するに減らすにはぜうする

方 ｲｾ 、問題にならんの
これは住むものをも誘

導して数えにゃならんといふ、私は人口の宇野度を

極度に遊げようといふことを設い＿この ｲｾ 。

ふので思ふようにゆかぬ。

か、ーこのままじゃ百湾人づっ殖えてゆい僕がい

ふのは三年間ないし五年間子供を産まぬといふこ

と ｲｾ 。去勢法をやるん ｲｾ ( 笑撃〉。それで同様生

活はせにゃならんにしてもこれを安行する、芭' ん

ぎんおやりになって懐妊する、そうなりや閣のカ

伊丹号事J ! 翼醤

タ力ラボイラー

でおろしてしまふ、堕胎r:: 、そうするとまあ結局

百寓が筒然に減る、こ t ういふ調子で毎年二百高、

三百鳶をチェックしてゆ〈。三年間づつあるいは

王年間だけストップさす、これを永績さすと民族

ピ

ッ

ワ

り

す

る
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早

〈

沸

t
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呂

と

ボ

イ

ラ

ー
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主
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連関

が癒える、それじゃあかん、そういふ心配がある

と今度はまたあと五年間子を産む、調簡をうま〈

私は思い切って大政治家が出てほんとうに思い

やる、食糧も調節してゆい
曾

角
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切って調節をやらなきゃ芋の子乞洗ふようにごっ

まづ厚生大臣をはじTこがえしてさ' う iこもならん。

めみなが民創にやる、こりや名案てといふ人もあ

る。そんなむちゃなといふ者もあるし、これをー

つアメリカの婦人方に話してみようと患ムー。一、

二の方 iこいつに、こんな狭い日本じゃぜうにもな

らん、これより手がない。こうこうやるん1: 、す

るとそれはし、いと云う。アメリカの婦人はそりゃ

いいがそうすると貴方は渓宗教圏休から脅迫をう

紳戸元町ジユラルミ y 街

誼つ? こりしておるが、こういふことに闘して大医

⑬ 

いし? こり、別居しにし遠い所から不便を忍んで

復奥街スケッチ

けるぞ、そこまでの受悟があるか、あるならやれ

し

といふ。

自分はいいと思ふ( 俣撃〉。これは夢じゃ。

T行の方ではぎういうふうな考えでおられますか。

かし本官にこの夢を宜現せにゃなちんと思ふが、

く笑芸ｾＩさＧんなもんでしょうな。
私はなるほぎ家が足らぬ。三十高。ぃ

まいくら職災後さ' れ〈らい建つ? こかおよそわかっ

近 藤

われわれの貴方のはちょっとえらい。和 辻

ぜうも申上げると恥しい。すべてのていますが、

見ておるのは三千高1 ' : 、あとは送り出す、これを

人は大医市といふ公共図体が住宅問題を解決しな

t 1 ちゃならんような考えをもっている人が海 11Jあ

る、私はこちゃ非常に間違い1: といふ。食ふに図

可能ならしめる。

カ日E薬害容働大臣が喜びま

すね。t J ちゃじゃない。本官に困

西 脇

(J  ぎうにもならぬ人の震に所謂救る資カのない入、

っておる人が衣々 iこ産むんですも

慣の意味で庶民住宅を市が建てて，おるの1: 。安カ

があり余っていて余裕綿キ? こる人までが、市が何

の、産まれんでよいものがや? こら

に産まれる、何とかしてもらわにやか。

とかする1: らう、やろうと恩つでも地所がない、

金もかからんし手取り早〈やるこっち近 藤

資材がないということで出来ねのが多い。私は余

や、 lまつ? こちかしてお〈きかい自然と腹がふ〈れ

守

陣豊庫在

、

材

木

檎

材

工
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銘

口

口
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る( 笑聾〉。私は民創に函家的にコントロー J レせ

にゃなちんと思っておる a

管

野

山

吉

北

尾

一

木

そうしてもらわないと困つにものがf西 脇

ん1: ん殖える、ほんとうに不良見ばかちになりま

す、何とか閣のカでやってもらい? こい。そうでな

けりゃみな堕胎罪にされてしまふ。

百うも話がとん? ゴよころへ行きまし? こ

ね。都市の復興を如何にすべきかといふ問題がへ

司曾

囲ア橋製材所
株式

曾 枇

信重本繭

( 笑繋〉んなところ行つに、産児制限の問題に。

代表取締役

まあ人口か減れば問題になっておる住宅針策も墾

大医市西直新町南通一丁目三

電話新町 1 5 1 4 客
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q て〈ると思いますが、ぞれまではまロヒマがあ

ると考えます。ついては今の住宅の中であい令ま



復興街 z ケ ツ チ @  天草申橋の畔ょ p

カのある人は自分で建てるといいと云ひ? こい。い

まの活動寝耳にしても、まに喫茶底にしてもぜん

なにほっちらかしていても三' んぎ' ん出来るじゃな

いか。住宅にしても安材が乞うの、作J がさ? うのと

やかまし〈いふが、バラックでもよいさ' んぜん建

てること ｴｾ 、そして欲する人にはぜんざ・ん許可す

るんて。? こ忙しあまち公安を害するといふもんじ

ゃ困る、 ζ れは取締ら Tよりればならぬが、すなは

ち自由にやらせる。イE し大阪の産業の復興に努力

する人 iこ限る、ヤミ屋が入ってもらっちゃ困る、

そういふところに制限の重点を置いてやるがよい

と思ふ。この何んでもかんでも市民全体がね、よ

ろしいかな市がやることＧｴｾいふんで額 ｢ 過ぎちゃ

いかん。補助- k - k といって居るうちは大肢の商人

はウグツがあがちね。法的に統制し? こり抑えると

いふようなこ k はいりないと私は考えておるよ。

司曾 自力でもって起も上る、まことにいい

ことでと恩ム。背は大休大限市は八割までが借家

9 ノ 9 ユ ー ム

施行工事一式

9 ノ タ イ " "

額 東 工 世

大阪市東区瓦町二丁目三和ピル六階

電音吉北古賀③378 ・3564呑
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す・まい ｴｾ というから自力で建つに昔の俵件と同じ

てとすれば二割といふものが自カ更生できる筈

行。あとの八割はすかんびん、自分で建てる能力

がないんじゃないかと思う。

近 藤 それともう一つは理想のことをいふん

ｴｾ が、地主、家主が建てるかといふとこれは建て

なド建ててくれない。自分の位む家なら建てる、

自分の商賓の? こめなら建てる、借家なんかは遺ら

ない、そろばんじ合わないから、商貨にならんか

ら建てない、無理 ｴｾ ということはよ〈わかる。そ

こがわれわれが公の市民全体のカによって建てな

η ればいｾないんＱＧＺと思うの ｴｾ 、私は歎って努力

しておるが相官暮しが紫で受カのある人までが申

込 ｴｲ ん ｴｾ 。一千軒、二千軒、何回も小切って出来女

第入札すると申込tr 、こういふ種類の人はまるで

宮簸でもあてようといふ考えでやっておるのが多

い。自分で建て? こらよいような人が他人の名前を

借りてまで申込んでおる、そんなことではあかん

と恩ム。

司曾 古うしでも家を建てれば算盤にあうと

いふょう iこしてやらなきゃぜんざ' ん建? こないと思

ふ。算盤が立つということについて何か名案があ

b ませんか。

4、林 それは畿地改良法とかいろいろのその

方面では白木の政府も法律が悪い? こめに、いまま

での既得権に制限を加え、いわゆる社合政策が行

われておる lこ拘らす、先刻かっしゃっfこ遁 b八害IJ

までが借家人といふことは、一面から云内ばこの

八割といふものが地主 ｴｾ という議論 ｴｾ 。その八割

じまぜ当・て. t 者 t レA 有末 E ち- t m:--:: て .:i::i! 台、、

家を透らな〈ても地主 ｴｾ 、ある ー いは借地権を放任

しているととは間違っておる。この割期的な駿災

な h 、その他いろいろな事情で住宅難は深刻 ｴｾ 。

新? こに何十寓戸も必要な時代行、圏全休としては

四百何十高戸の家屋が必要なん ｴｾ 1 : : . いふときに地



主をそのまま放ってお〈といふことが第一間違つ

である。農地改良法じゃ農地政策ですべて地なら

しをしにならば、今度は家を建てられな〈てもも

っている。生産をする意思でもって家を建てなき

ゃならんという話でも地主が反封てといふことで

土地をもっておる。財産税がいや1: といふことと

閉じことに。家を建てることが必要であるという

ものには許可がなければならぬといふことが前提

であるならば. f うして家が建っかといふことを

政えるん1: 、つまり土地の開放1: 。例えばいまの

地主はいろいるなんでしょうりれぢト ここで家

を建てるといふ一つの組合〈十人とか〕が家をつ

〈る、 この地面でつ〈る。これを買ふといへば百

園よこせ二育園よこせといふ、一方で家をつ〈る

といふ組合が出来? こならば、 これを五百園で資れ

それで譲渡されねばならないといふ方法で五十

園出しfこ畑地でも六百圏、五百園出し? こものでも

取られるじゃありませんか、それと同じこと 1: 。

家をつ〈る人の要求があっ? こ場合にはこれは一等

、二等、三等農地と同じように家 Eとつ〈る人には

主F五闘で資れという規則をつ〈ればいいじゃない

か。既得権の侵害だといってもみんな地ならしを

しに人? ごから家を建てきす方法が必要1: 、いま地

主てといっても獣っておることなればこれも許さ

れてじかるべき道理じゃないか。例えばここに盆

地を誰か津山持つでおる、自分にはつ t れない、

つ〈る人があればここにーっこういふ不燃性のも

のを建てるといふ一つの組合があって、 この地面

を使おうといえば地主は仕方がない、一つ排{ 賞金

を出して〈れといふところまでゆ〈のが本雷じゃ

ないかと恩ふと云ふのは、 これはジヤワへ行つに

ときに感じ? ここと亡が、 ジヤワは変 1: オラングの

殖民地としてオランダ人があすこで老後を襲ふと

いふので土地の債格を上げさせない、あらゆる規

則があって、つまり五固なら王国、移蒋税を取る

個人が寅へぽ五十回、この王十回といふものは四

l rJi tl  

復興街スケッチ @  心 、 努 橋 筋 風 景

十五固と取ってしまふ、そういふ規則が許されて

おる。土地は上げられない、百坪の地面芯ら五百

固で買える、みんなに信念をも? こす。 こんさ' 空地

を資るについてもこれを先祖代々もっておる構利

1: といふことで許されるならば{ l i J もあんなに農地

整理法で小作人をざうするといふような義理もな

いと同じこと 1: 。 この八割の借地人をさ' うしても

自分の家に住まわきしてやるといふことが嘗然じ

ゃないか。 その中にはヤミでイ諸¥1 1こ人もあらう、

あるいは乞ういう話題を持っておるか知れないが

一つの組合を奨励してそういふ組合員じ土地を安

〈賓るといふ規則をつ〈ることも必要じゃないか

と恩、ふ。殊に郊外なさ' は耕地にはいろいろな規則

がある、今日山林は開放してそして農地をつ〈る

とか。あるいはいろいろな便利を政府では奥えて

おる、同時に住宅をつ〈る、同じ便利を集える、

復 興 建 築 に

G . S プ ラ ス タ ー

( 石膏性壁材料)

サンヱス石膏株式禽位

本 昨士

東 京 事 務 所

大 阪 事 務 銃

姫路市紳屋町四丁目七七番地

電 話 1220・27' 凶・1305

東京都新宿直三光町二六番地

電 話 淀 橋 (37) 2  287 

大阪市東国南久太郎町ニノ九

電 話 北 涜 ( 23) 1549

2 9  



ぞうするのが本常じゃ7よいか。理窟はぜれも同じ

ことになるじゃないか。

司曾 ? こしかにそうですね、 まことに御高説

です。

d、林 ぞれにはまする土地を如何に劃期的に開

放するかということである。一つ市長さんに研究

して頂いて今までの借地人の権利をもっておって

その権利が嘗然あるということをこの際考える時

がきておるんじゃ 7μ 、か、こういふ考えて。

近 藤 いまの話は至極向感打。いつ? こい農地

の改革なんていふものは日本人が生み出しf こもん

じゃない、みなアチラさんの琵笑亡、その強力な

指示によってやっておる。今までi こ農地の買上げ

成績は作J パーセントになっておる、えらいぐすぐ

令しておるじゃないか、結えす・苦情をいわれてお

る、市長は農地はないんでい? こって簡単で向ふへ

行つでも叱られない。〈笑撃〉これと同じように小

林さんのいわれ? こように数回いつ? こことがある。

ところが向ムの方でもいじ、意見があるといいりれ

さ' も同じ意見がないというとダメ t: 。一体園家が

買上げるとしにならば、農地詮祭主と同じように農

地はいいところも惑いところも突っこみの坪三国

で一年間とりあげられる、五年の聞にこういうも

のに事校をつ〈るとか、こういふここに計筆があ

るといえば一時三国で政府が地主に金を挽って、

政府がじいっともっておる、小作人にはやらない

五年間に土地をやるといふ十分計受がつけば こん

土 木 ・ 建 築

設 計 e 施 工

日新建設工業株式曾枇

取 締 役 舵 長 大 倉 直 三

3 0  

専 務 取 締 役 三 好 利 彦

大阪市北直老松町三ノ六一

電話掘) 1 1 ③八二O呑

さ' ヲ巴へ戻す、 三闘で返えす原債で、 こういう制

度t: 。私はそれはやってもらえないこともないと

思ふがカ亡。政治力といふものがなけりゃ困る、

Suggesti on が出ておつにね、建設省の穂裁から咋

日t: つf こかああし? こらよい、こ・うレTこちも、いとい

ふ、こうすりやへツチヤラに解決すると恩ふが…

… ここで問函はいまいわれるように住宅を建てる

われわれが認める法規の住宅を建てるの亡、こう

して資本家が買上げるより元の地主に返えしさえ

すればよい、結局向うさんの政治力がものをいふ

んてね。

中野 そうなると建て f こい人が案外多いでし

ょう Tよ。

4、林 一人じゃ弊害が起るから都合中心にプ

ロツｾをつ〈る、十人とか二十人でもって組合をと

っ t る、地面が三闘で買える、そういふようなこ

とも成立つんじゃないでしょうーか。

近 藤 直制整理がそれのい t ぷん強制カをも

っTこ整理法でそして・道路割りして蹟げる。家をこ

ういうふうにする。こういうふうに使うんですと

いう。にてこれは地所が減るから、英減る分を換

地する、ぞういふようにして何年間に建増せよと

制限を加えれば何でもないと恩ふが結局は金の問

題亡ね。全部ひっ〈るめてやる、大限は政府のカ

できっときいてもらえれば扱い易い。地主は公共

性を脊ぴ? こもの以外は金の問題、坪十王国を錦ふ

中野 大医市が市強・住宅を建てる場合にはや

りよ( 1，よるでせうね。

司曾 ぞれができそうですか( 笑撃〉

やすばらしい。

梶原 是非やって欲しいと云う

ことになってゐますね。笈際私の

考えでは大阪市の地面を五千菩位上

の方に撹げ? こらぜうか。

小 林 高〈しようとする、そり



梶 原 高 い 土 地 を つ 〈 っ て 建 物 は 別 に し て 土

地の所有権に似? こものをつ〈ってやる、自分がそ

こに建てる、例えば高居の建物をつ〈る、銀筋コ

ンクリートの床? ごけつ〈ってしまう。地上を取ら

れ? こ人は上の二階なり三階なりの一部分に自分の

土地の権利をもつようにする。家を買ふと云った

って日本じゃ土地まで買う、外図では同じような

気持で寅ふが地上権を五倍ぐらいにすることが出

来るじゃないか、その代りそれ1: けの土地が使え

ることを承諾すべき 1: 。例えば自分の事務所、住

居ということにする、ぎこかに権利が出来る。

d、林 五階でも十階でも分割所有権があるか

ら自然にいいところは高〈て慈いところは安い、

同じことになるね。結果は同じ1: ね。分割所有槽

を認めればまに両方の監をこわれTこりするとさ' う

するというような規則があるから。

司 曾 伎宅が立Tこないといふのは、 もうから

ないからであるが土地の問屈が非常に大きいと恩

ふが、土地の方で障害がな〈ても資金の面で相嘗

函難があると史、ふがその見通しはさ' うでせうね。

近藤 家賃がちょっと抑えられるね、事賃上

司 曾. 背の安ト家賃でね。

近藤 今の何んですな土地が解決しでも、い

まの資材ーじゃ乎に入れても努力を梯つTこりしてお

っては一種の法定家賃があがるから公定慣格です

べてがそれにかかる、公定償格の家賃で抑えられ

る、それじゃいかん、ぞれじゃ賓際において誰が

負揺するか。

西脇 ぞれを出来るように法令をゆるめて公

定を高〈してゆ〈わげにはまいりませんか。

近藤 すると家賃がとても高〈な b ますよ。

ヤミで建て? こらヤミ債の金利になる、そりゃf こい

へん芯ものになるんじゃないか。

司 曾 図が資金を牟分ぐらい援助するニとが

必要じゃないか、近藤さんはさきほさ' 依頼心が張

いというお話でしTこが、閣が相嘗金を出してやら

ねば住宅の復興は出来ない。

近藤 日本国民が共済する園といふのは日本

図民が英損失を共済するんで、それでいいんじゃ

ないか。いま市がやっておるあ b や図の補助があ

る、 図民全体の共済資金である、つまり援助して

おるんに、四五十高戸とか何とかいふわげです己

それで大阪市に何んぼ何ん iままで借金を許すと規

定しであるわり 1:0 1こ? ゴぞれが恩去、ように入ら Tよ

い? ごりで貧際に完成しないの行、ぞれの目標はハ

ツキりしておるわげて、そしで家賃はノ、ツキリ出

ておる、決して高い家賃じゃ Ｑｾ い。

司 曾 大阪市を不燃性にする話はぜうでしょ

うか。

近藤 早念 lこはいかんね。

庄 司 今年餓筋の集圏佐宅をやる計藍1: けは

あるがね。

材
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注文= 際ズ

吉 野 ヱ 材 株 式 含 祉

大 阪 営 業 所

所 長 扇 谷 秀 穂

大阪市東蕗筏J f .H9丁目( 信古里借家音吉〉

本紅工場 者矢良県長吉野郡大淀町下淵
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『ζ れからの家は E うなってゆくかJ

司曾 位宅 e ｾ、ふ ｫ 依するまいとし Ｔ ふ考へ方が

強いがもっと燃えない設備のキチシとし7こ家でな

いと、ちょっと腰かげでおるような考えでこれじ

ゃいりない，家に到する考え方をもっと費えなけ

ればいりないと恩ふ。ついてはこれからの家はさ'

うなってゆ〈か、ぜういうふうに進むべきかとい

ふことについて。

梶 原 いまの話でしょうね。中途牟端の家じ

ゃ図る。不燃性の家か、さもなりれば非常に韓い

きしめにり不燃性永久に入れる前の聞の仮のやっ

、そういふものとのこつに分かれてゆ〈んじゃな

いでしょうか。

司曾 仮のやつは出来る尻から燃えてゆい

梶 原 それがね、やはり金属の家なんか考え

られるが。

司曾 生活の科書喜化れ、ふ点から将来住宅は

ぜういうふうになるべきか。

和辻 生活の合理化、科書喜化といふＮｾまから嘗

黙S ani tary の問題、O onstl1l ction の問題、ぞれか

ら Pri vacy の問題、ぞれに附随して境げない問題

これが今後の住宅の向ふべき問題 ｴｾ と思ふ。そう

いふ生活がわれわれの組先から長年やってき f こ原

始的の木の股のような生活様式をわれわれが皐に

集園 ｴｾ からつづ吟てきにといふことを破らなけれ

ばいｾＱＮょいと思ふ。倒えばこ貫生活である。これ

は一人? ゴりじゃ念に出来ない、国民の食べものに

家のタリーニシク.

* " 古家屋が新築同様となる美繋工事

ヨ+ 新築家屋にお手入のい b ぬ 美 紫 工 事 請 負

挙 石 ・ タ イ ル 洗 浮 工 書 評

美
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大阪市東軍瓦I l ! J C堺筋〉三絢ピル三階

f - O二四~五

電 際 北 演 ③ i一一七六~七

しろ疲らない、漸女世界的なものに多少味は球つ

でもかまわないがＮいいところ ｴｾ げを採入れ仁科

謬牝しにゆきか七、生活のしか? ごにする震には嘗

然住居も今のかにちじゃぜうにもならぬと思ふ。

ぞうすると結局さきのお話じゃないが、そういふ

ものが日本の民度といふものから更新されてゆ〈

といふことは不可能じゃないか。結局パカな役人

を海 Il J 食わす震に金を使っておるといふようなこ

とにせ今、その金をもう少し有効に使って園芸家自

身がぞういふものを建てて それをもらっTこ人 lこ

貸すというような行き方がありそうなものだと思

ふがね。そういふような意味の話でしょうが。科

率化といふのは' " ・ H ・..

司曾 餓筋コンクリートの建物は少し建って

ゆ〈でしょうが、そういふものは不燃式な建物に

することが非常に大き〈出てお b まして、燃えな

い建物が必要といふことになっておるが、英他そ

ういうような意味ぜ本宮にいい住いが出来るよう

な能率的に住いすることが出来るように和辻先生

がいわれにように、? こ口不燃性Tごけじゃなし l二、

そういうようにしてゆい将来日本人の住いとい

ふことに就て生活様式k 関連してぜ号いうふうに

改めらるべきか西脇先生・ H ・H ・..

酉 脇 いま大方の原始的生活は野菜の自給自

足が云はれており一生懸命大棋をと、菜っ葉を作っ

ておる、これじゃ能率の上 b ょうがない。殊に女

は… ｴｾ から市長さんがおられるのでお願いです。

大肢のあれを大英断をもって集園の銭筋コンク

リートのアパートの上品なのを大限に建ててみよ

うといふ元気を出してみて下さいよ。それから女

の家庭の手聞を非常にはぷ< t こめに、ちょっと配

給物を取ｾ I二外へ出ると泥棒が入る、アパートの

錠なんかも締めるように1 . よれば心配は無いでしょ

う。市長さん一つにのみますわ( 笑盤〉。今の様

なパラックみ fこいなものを建てて置いて平気でお

いとくといふ手はありませんよ( 笑撃〕。



近 藤 これは大療ないいぶんですね。然しこ

む間警察官の家族もちの宿舎をつくると云ふんで

見に行つ七、ところが風 g4語、便所、共同炊事場

をつ〈つTこが行ってみると共同炊事場が五十世帯

ぐらいある合祉の寮を買ってゐてごうにのですが

ところが自分の家の前には薪を置りば、鍋、盆、

コンロそれからまっ黒? ご。多になって瞬間志であ

つもでも燃やす、こっちでも燃やすのでその煙の

にめに天井や家の中までがまっ黒 ｴｾ 。これは取締

ちも惑いが共同炊事といふことの概念がないから

に。 :奥きん方に… … 警官ですからヤミはないつも

り忙が( 笑聾〉あっ? こかも知れん。ぞれは冗談と

して、これは妻君の頭を費えなげればならん。日

本人はすべて生活様式を費えること亡。アパート

に住んで結局鍵がないから、＿こ ｴｾ Ｑ錠前をおろして

便利だといふ頭じゃいげない。金がないから一軒

十まいは出飛ないのでアパ戸トに入る、金が出来

て余裕が出来ればさ' こかへ患をつくって門をつ〈

って呼鈴も 51いfこ家に住み? こいと云ム、この頭を

切替えなげれば注文をうげでもあかん( 笑撃〉ま

あそれを解決してからのこと f 。

d、林 ぞれはさほぜ心配しな〈てもいい。

これからはもう脅のように女中を頼むことはな

い、よ iまぜの家でないと女中は使へない、外国流

と同じこと亡、そういふようないやでも態でもそ

の生活をせねばならぬ。護存を焚〈代りにやはりガ

スがある、電熱器もあり、これをさ' う使ふとか日

本は結局非常に電気に恵まれてかる園 ｴｾ から、兎

角ま ｴｾ 二千寓キロの電勿をもっ園 ｴｾ から、これを

ぜう開費して、百ういうふうに生活をしてゆ{ か

、誰か偉い人があってそれを本格的になかなか二

千高キロの電力があるからといって、何E還を先に

する? かと云ふことでも、ぎういふ仕事をするつ七

って、いまの白木1 ，; ，や出来ませんよ、出来る語が

無いじゃないか。

電気鹿すらないん ｴｾ から、商工省の中の電気際

安本の動力局、あんなもんでは方針も何も立Tこな

い。この日本の再建には今のところ三百高キロ位

のものでしょう。これは御承知の通り鞍E寺中は最

高六百高キロ与u : : 使つにのであり嘗分は今のこわ

れに電気施設をなおせば四、五年はやってゆt 1 る

程度、さてそれから先に年キ殖やしてゆい二千

寓キロの電力をもってこの園を再建する、これが

基礎産業のまに基礎になるものfごから石炭も〈ぺ

なげればならぬし、いろいろのざこをさケう整理す

ればぎうなる、ぞれの出来る人もなりれば、まに

ぜうい 5 ふうにやってゆこう、こうしようと議論

する人もない。これは最近私ぜも昔電力の仕事を

していに人が集ってこれじゃいt 1 ない、本格的に

電力問題を解決しようじゃないか、現在琵選電と

配電舎祉がぎちらも意見が合わない、配電舎祉な

んかさ' うなるもんかこれらは決らない、これを地

方自治にすること、結局いろんな嵐則をこしらへ

? こって配電舎祉は地方の民主的機構の中にあれば

押込められるに決っておる。さをijj ー犠に管理の中

に引きするられてかる. 成立つ理窟がない。これが

大医なら結局市長の管理のもとに民間合祉の乎で

やるとか、 rn苦奇合祉の方でやるとか、やはり金図

的配電舎祉なんか、地方財源の一つになって、地

方自治のいい捜闘の一つになる。然し賞選電は=

千禽キロの蛮選電をやるといふ大きな問題も自然

に解決して、今おっしゃるようにうもの生活色女

中なしで、 t すぶるところの炊事もスイツチ一つ

でいい生活がご、三十年位躍にないうちに出来る

ようになります。( 未. 完以下女蹴〉

薄 錨 板 卒 ・ 渡 板

ド7 ーハンガー

鳥 羽 工 業 株 式 舎 枇

大阪市東K 南久太郎町四丁目

( 御 堂 筋 商 御 堂 前 〉
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セメントが足りないので本格的な銀筋

コンクリートにすることが出来ないことと、将来費

材を活用するにめには銀筋コンクリートプレカスト

構法をとり入れる必要があると云ふこと、コンクリ

ートプロックを使用することが出来るまでの過渡的

な方法として石材の使用と云ふことが考えられるこ

と、プロックの代用と云ふ意味に止まらす・、銭筋石

建そのものとしての将来性が考えられることからこ

石材としてこの構造法に使用し得るものは皐債の

安〈て、しかも加工費の安いものでな η ればならな

その点から凝友岩が最も遁嘗であるが、関西に

は大規模な凝次岩の採石工場がない? こめに大谷石に

よらぎるを得なかっfこ。大谷石はみかげの如何によ

らす、殆んぜ均一な演さを示し l Ox l Ox 3 0の試験片

6 ケの結果では軍縮強度 80k$j cm
2

である。

石遺煉五遣は遁常耐震

的でないと考えられてゐるが、関東大震災に於て丸

の内の{ 中何競舘と云ふ名で呼ばれて居る一部の建築

が無被害であっ? こことは周知のことである。従って

煉瓦遣、石遣の建物必十しも非耐震的な筈は 7よいの

であって、低唐で間仕切の多いコムパクトな建物は

例へ床組が木迭であっても、よく地震に耐え得るこ

今回設計した建物は二階建で簡単な形でありヨム

パクトで間仕切の多いこの種の構造の最も遁嘗な建

物であっ? こ。 E 石遣の壁- 休には餓筋を併用し、一方

ストし

置き、

モ
J J.. .タ

J l. . を以

床組は

床版を

プレカ

? こ梁と

1・まえがき

の構透訟を考案しこれを採用しTこ。
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2. 石遣の耐震性について
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計

とを示して居る。

棚
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て結合し木浩床とはちがって聞損な床組を構成し耐震計算を行つfこ。

3. 構遁概要 この建物では地震に耐へるカは壁に存するのである。壁は開孔のない周監及び間仕切壁と

中廊下ぞひの開孔のない監を有効と考え、開孔ある部分の抵抗を除外しでも優に 0. 2 の震度に耐え得る

ことが明かであっ? こ。第 1 圃に示す様に壁は 2 mおきに桂形を配せられて居るのでその聞の壁は地震カ

をうりに時に園のPaの様な力をうりるのみである。従って目地の聞に一本の時ワイヤーを遇して安全を

はかることにし? こ。

柱形のところではその皇室並に柱形の重量のにめ地震の際には園の Pb の様な力が作用し、柱形は基礎

と一階床、一階床と屋階床で支へられに梁の如〈曲げをうける。この曲げモ戸メントも微少なものであ

るが柱形に遁営な鍛筋を配しに。

喜々 に第 3 圏に示す主義に床は地震による水平カをうけると、 7. k 2 f におかれ? こ梁の様に作用しその支へは

壁である。

壁には圃のP Wの様なカが作用し、壁は地面からの突出梁の様にP Wに抵抗するの:である。

この場合の壁面の到断隠カの大きさが許容際力以内である様にしTこ。叉この場合の石目地の間にある

横筋は銀筋コンクリート梁のスタラップと同様の配置になって居るのであるから、現断態力の大きい場

合には貰断補強の役目をもするのである。

4. 構這詳細 〈イ〉佐形は第 4 ff!'i! a と第 4 園 b とを交互に積んで行〈、通常の桂形では監の南面に柱形

がゐって、その中にｾ髭があって各 ＱＶｭｭ の鍛 ［ 筋 Ｒ 本を配し ｦ こ。石積各段に於て ｨｯｯｰＶｭｭ を配するつ

色りであったが、材料の闘係から持ワイヤーを用ひ二重のh∞pにしに。

壁づみに用ひる石は大谷石の規格寸法6 x 1. 0X3. 0( 尺〉及び8 x 1. 0X3. 。を用ひ fこので外壁21c m厚、

内壁15cm厚とし往形の出は 15cmとし? こ。

〈ロ〉梁はプレカストされ主として6 m長と 8 m長の物であって共に 15x 60の断面、 8 m梁の一部は 15x 70

の断面としに。梁を軽量にするにめにウエプのところに三角形の孔をあげ、一見トラスの桜に見えるト

ラス梁としTこ。2 f に置いて打つので孔をありて打つことは容易であっ? こ。梁スラプ共にコンクリートは

容積比1: 2. 5: 3. 5スランフ・7 c m_ 1 0 c mのものを用ひTこ。

梁繍の外側桂上のとりつげは第 5 圃の様であって梁主筋の端は露出してゐて、柱形外側筋となすばれ

柱形内側筋のところでは梁をプレカストする際梁主筋に針金がなすんであって、これを柱形筋と結ぶ

犠にされる。内側柱で桂上に南方の梁端の来るところでは第 6 圃の様に雨方の梁の上ばを欠いて上端筋
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を露出させ、そこに南方にわ'1こる添え筋をしてこれをむすびつりその後にモルタルを填充する。

( ハ〉スラプは第 7 置の様 lこ大休 l mx 2 mの大きさを基準寸法として 2 m 聞にかけ渡されに梁の上にモ

J レグ J レをしいてのせられる。スラプの寸法は園示の様に相互の聞に 3 mのパラシスのある様に作られる。

スラプの厚みは5c mで銀筋としては持ワイヤーを用v . 2 mの謹には小梁として 13c m成のリプがつけら

れてゐる。長謹に二個と短蓬に一個の切欠きがあって、スラプ周園に配し? こ 9 mm の銭筋が露出 し、ここ

にとな b 同志をむすびつりる添え筋をする様になってゐる。スラプパネルとの聞の 3c mの・間隔の聞には

9 mm の鍛筋を入れてモルタルを接充し床が7. k 2 f の梁の犠に作用する時のスタラップの援な作用をうけ

もTこせるのである。倫第 8 園に示す様にスラプを壁の上にのせ? こところでは通常損梁の位置であるが、

ここでは床版が水平梁として作用するときの引張を考えて必要な鍛筋を目地の聞に入れたのである。

格りに本誌に寝耳を提供下さつに有邦建築株式合批の御好意に感謝する。

←( 筆者は京都大皐数授工事博士〉ー
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有史以前の給盤も.惑って居りますが、又彫刻と

迄は行かぬも彫刻様の埴輪 h云ふ物が現在蔑され

て居ります、之は彫刻としては見る事が出来ませ

んが、彫刻以前の立体と考えてよからうと思ひま

す。大休に於て埴輪は国筒から来? こもので、埴輪

人形の顔を見る時平面的であって草純である事が

感ぜられる事からして之は彫刻でない、即ち彫刻

奈良博物館出陳の戎図上代の仰像及び興福寺仰像

見阜の景品曾勢幹穆の催しで見与曾を三万 i t 八日奈良

に開〈、曾合の曾員約三十名、博物館見直島κ 先 ち 彫

刻に就ての概念を合得ナる様議官官を新進6 纏 威 者 源

登宗先生に奈良公殴江戸三茶亭に於て奔聴し英詩話

の後で鯨物館内務O I l 像彫刻奥瀬寺東金堂、肉博併に

付て詳細の設現を受け午後四時過合員の減足をうけ

つ弘会所にて解散せ P 。

今其講話の大wを: : ! t 1 ' C 記して後者の$ - 考とし叉曾

合せる路賢の思ひ肉とせん。 の内に入れる事が出来ない事になって来るのであ

ります。我園開東地方に此の埴輪人形を多〈褒見

しますが関西からはあまり多〈護見されません。

倫出雲地方にも彊見される事が極 t 少いのであり

俳像彫刻に就ての見方

駒閣の彫刻と云へば畢寛悌像彫刻であります。

元来人聞は彫刻に就ての性格は持って・居をもので ます。然らば何故斯〈の却〈関東地方に多〈の埴

源

墜塾

ヱ迂.

悌

像

彫

刻

に

就

て

D  

［Ｍｾ＠

万之

建築協曾見畢講話大要

輸が張見されるかと云ひますと、先住民放が立体
すが、東洋民放と西洋民族で英融点に於て大なる

的で t$ る事を好んてので自然、土器にしても縄紋土
遺ひがありますが、其の内でも取分け我日本民族

器なぜはj鑓畳の存在、即ち凸凹が多いのでありま
に於ては其性格何れをも持って居なかっ? このであ

す。即ち其民主矢7よる先住民族( 蝦夷人種〉が大和民ります。大体に於て東洋人は常に一つの物体をｾ

放と混血して関東方面に立体的土器、埴輪人形な
面的に見る癖があり、まして彫刻的の見方は褒遼

ｾＭｾ捜しにものと考へられるのであります。悌像
しなかっ? このであります。然るに東洋の人は2 f - 面

彫刻におきましでは支那、朝鮮を経由して我閣に
的に之を見ると云ふのであります。例えば惑に富

欽明天皇の御代前後から渡来しTこ悌像、即ち悌像
士山を見ても東洋的に見ると、之を艶見する場合

彫刻蓄基楠が我平面的頭脳を持つ? こる民族に植付け
に其輪廓を重んじて白扇を倒にし? こるものと見、

られて惑に立体的彫刻が創められるのであります

西洋的に見る時は摺鉢型に考へて艶見すると云ム

が、此支那、朝鮮経由の悌像なるものが、巴に我鼠

根本的に相遣を来すのであ b ます。長日ち東西南民

に渡来する以前に於て紀元前三百年頃からして豆

歴山大主の遠征よりして、西洋民族( 希臨民族〉の彫
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放に於て斯《の如ｾ立体販の表現に具 Ｎ なる点のあ

る事が分るのであちます。



ます。剥思想が中央E 納豆よち叉印度よちと双方よりし

第四の『ボリーユム J 前の「マス」は容積であて支那大陸( 東洋〉に惇搭レ支那、朝鮮を経て我園

って「ボリューム」ではな〈異りまして容積に渡来せるもので、之立体的彫刻の始まる基礎と

であって『ボリューム」ではないので、

彫刻としては求心的即ち引き締つてな付れば

なつにのであります。

然しながら此の支那、朝鮮経由の彫刻も支那即

ち東洋の平面的民族の思想の潟最初は甚忙し〈平 ならない、遠心的では良〈ないのであります。

主主に偽像に就いて厚味と奥行に付て云へば法隆 J

寺夢殿の救世瓶昔( 推古時代〉は賓に見るからに平

面的でありまし? こ。

然らば彫刻と云ふと、さ' んな物であるかと云へ

面的でまことに薄ぺ? ここい感じを起し厚味のない
ば彫刻は物体を立体的に形成する審術であって、

法

隆

寺

東

院

r 夢

コ隊

併惨でありますし、ま? こま互に奈良西の京薬師寺本

Ｕ 川色 ｾｦＡＺＺ， ｾｾＧ、

'5[. ＮｾＧ＠ _fお

救

世

観

世

普

法 ご ＮￇＡｾ

隆

寺

芸評

殿

救 l

世

iJI. """， 

普

創 J

立体的とは筏何率的に云へば縦、積、深さの三要

索が必要で、あるが彫刻は抽象的ではな〈特別の内

容を持つべきものであると思ふ。

それには四つの僚件があります、即ち、

立体は奥行を持っと云ふ事。

厚み「ム〈らみ J を持つ事、つまち丸味

第一

第 二

首

を持? こなりればならない。

『マツス J のある事。第 三

『ボリーユム」を持つ事。第四

以上の僚件が必要とするのでゐ b ます。

各四僚件を説明しますと。

第一の奥行の意味は普通の奥行と云ふのは後へ

の事であるが、彫刻での奥行は前方にふ〈ら

む事で厚みの事であります、即ち一種特別の

其ム〈らみであちます。

第二の厚みを持つ事は彫刻に於ては園味がなげ

主主( 白鳳時代〉は手を伸びのびとして厚味、奥行が
ればならない、即ち一つの箱を考えるとすれ

出来て居るのであ b ます。倫前の夢民主観音の特徴

はうて衣が白 ｴＺ って左右に棋が ｢ 互交のひ Ｗ ごが厚味ｾ

持って居るが折に? こんt: 様にひt: が平面的であり

ば之は縦、積、実行の幾何事立体であって、

六つの卒酉が結合し? こものに過ぎない、而し

て一つ一つは平面であるが、彫刻では民四角

ます、之が推古時代の代表作として見られるので
は. z p 面として考えるのであ b ます。

あります。然るに白鳳時代になると( 大化改新か
国味は平面のふ〈らみで園は厚味を持っと云

ら七八十年間の寓葉集時代即ち商暦六五O一七三
ふ事で其のふ〈らみと国味がゐって民の彫刻

0 頃になると此の彫刻が著し〈襲化をと来して奥行

即ち厚味の表現が出来忙して来て居るのでありま

す。之は法隆寺の百担当観音に依て始めて合得出来

と云ふ事: になるのであります。

第三の『マス J は塊まりであって『マツシプ』

るのであって、手に於て見ても2 f らかな摘がりが

な感じを持ち、丸彫りであって全体が一つの

塊としての存在でなげればならないのでゐ h
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が、東大寺の大悌の鰭遣もあり、唐から盛に文化

の移入が行われ、日本民族が諸般の文化にヱネル

ギツシユ的に飛躍しTこものです、而して就中此の

時代に悌像彫男j欝郷が一大琵展をして最も好調を

呈し? このであります。作品の例から云へば三月堂

〈東大寺〉の不ｾ扇索融音の像なさＧは貨に堂キ＿こ

る作品であり、立休性を持って居る、之は天平七八

年頃の作で、手、胸の肉付と云ひ、塊量的表現の蛮

遼を良〈示してゐるのであります。ぞれは肩の豊

かな張りや、腰の輩鞍な表現にも見る事が出来ま

奥行の方に肉って表現されて居る。即ち前に伸ば

し? こ英の手は奥行が出来7こ彫刻に於ては合得すれ

ばよいのであります。今一つは囲味が現れて来? こ

務

師

寺

金

堂

帯

保

師

剣

旅

すが、殊に其の側面よりの厚味のある奥行きに於

て著しい褒展を見る事が出来ます。而して其のふ

〈らかな頬の肉付きに可掴的な『豊かさ」を出し、

謂はば彫刻的な藍術精神を見出す事が出来ます。

中

宮

寺

煽

動

菩

陸

額のふ t らみ殊に頬のふ〈らみなさ' は平面的の堅

さを除いて何とな〈軟かみを感じる犠になって来

? このです。中宮寺の摘効菩薩〈推古時代ではない

〉になると薗味と厚味が立仮に頼はれ胸及ぴ穿Lの

ふ〈らみ、属や腕の濯にも闘味の表現が出来、ヨ文

のひt: 'にも其表現が出凍てゐます。推古時代に於

ては前にも述べ? こ様に袴を七 Tこんで押しに様な感

じがありましに。之は未r: 充分な立体性の張逮を

来? こして居T去かつにもので、即ちほんとうの厚味

藤原時代になりましでも、ム〈らみは見られま

すが、閉じふ〈らみでも霜ぶくれと云う; _ ( らみ

でありまして、天平時代のものはM骨のあ Tこりに

ふくらみを見出す事が出来て下の方が締まって居

るのでぞこにカ強さを感じる。即ちマツシープ的

ふ〈らみでありまして丁度風船玉のふくらみが天

平的感じと考へられるのであります。

彫刻の興味と云ふものは本質的に聖母象を現はす

が乏しかつに震に寧ろ浮彫的の感じがあったので

あちます。白鳳時代は浮彫が多〈、鎮で型を作っ

て銅板ｾゐてて叩いて押出してイ乍つ＿こ併像〈群像

等〉が多〈出来まし? こ。即ち平面的又は総書善的で

ありましに.

* は天平時代であちまして奈良朝時代から京都

へ遜新砲の七代七十年間でありまして、持続天皇

時代に建つに、あの有名な薬師寺の三重塔は天平

二年に完成してゐますが、之は様式的l こ申せは白

鳳時代のものと考へられるのであります。聖武夫

事にあると考へるので、はりぽて的に見て彫刻を

作る意慾は起らないのでゐります。引締つにもの

39 

皇の御即位から天平時代の約五十年間程を考へる

と随分我園文化の向上を見て居るのであちます



を作るので、即ち 「モーチーフ J を完成しにもの

が天平時・代と考へるのであります。

要するに天平時代のふくらみを考へる時はそれ

は肉体美であって、ぞれが其の官時喜ばれにので

あります。

天平のヨたは貞概時代であ b まして弘仁時代であ

ります。桓武天皇から藤原道長時代伊約二世紀に

渡る官官後を遁じて彫刻に於ては rマヅス』ょ b も

『ボリューム』を張調されて来? このであっで、英

の特徴はでつぶち肥へTこ『マヅス』を持つ? こ『ボリ

ューム j であると芳香へさせられる。

大和の大安寺の四天王像なさ' を見ると良〈到り

ますが、でっぷりと重苦しい感じを見出しますが、

東大寺滅型院の四天王の像と比較する時は戒援院

の方は峰の腰の如〈に ?I 締って居る。米後にして

も中央で締( ( ちがゐるのは米がみっち b充満し

て居る様な感じを起すのと同じ理窟てあります。

3巨大王手戎檀院

横 目 天

貞概時代の彫刻物は重

厚なる感じを呈しではゐ

るが、然し其の内に厳格

さが見出され、肩にして

もいからして居る、衣の

ひでは猫特な彫り方であ

って銃い角を持ち波の醗

つf こ畿な形( 之を彫刻j に

於ては醗波式と云ふて居

る〉となり明るさも感じ

られる。天平時代位青春

期と例えれば貞概時代は

老成期と見て差支えある

まいと恩ひます@

次の藤原時代はさを〈女

性的であって、有名な紫

式部、清少納言なさ' の佳

人かま侵出し? こ時代でありまして、琵建しにものは

仮名の美さと『メロヂカ J J . . - j な蕗備で、それは誠

になごやかな軟かさであちましfこ。即ちカを持? こ

ない優しきで、カからはさを〈解放されに時代であ
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ちましに。同じやさしさにしても白鳳時代のやさ

しさは子供の幼きであるし藤原時代のやさしさは

女性的やさしさとでも云ひましょうか。宇治平等

院の鳳恩堂の持は〈阿禰陀如来座像〉八尺上云ふ

太きであるが戚塵概を少しも持って居ない、而し

て此の貞概時代は一物一体作が主主せられにもの

であっ? こが、藤原時代に於ては寄せ木作と云つで

もよい。即ち胴中はがちん乞うで自然と見Tこ感じ

も軽快に出来てゐます。去はばさう云ふ風に要求

されf二時代であっTこかも知れぬのであります。衣

のC 1さでも観波式のするさf さはな〈、さぎ波の如

きゆるい感じを奥へる様になっ? このであちます.

倫其の次の鎌倉時代になると性格がー饗して頗

る男性的、庶民的になり所詞武家時代とな b政治

形体も婦さが厳れて青年的拡るが如き時代となり

まして、天平時代の『リパイパル』となっTこa 此

の時代の代表作家として出Tこのが運慶であって天

2 f ' 的性格の人であって、強い? こ〈ましい作品を捜

し、1 l t 貨性を褒展させf こが、内面的Tこ〈ましきで

はな〈外面的にTこ〈ましさを表しfこのであっTこ。

此の時代は前に述べTこ四つの僚件の外に鎌倉時代

は摘がりと云五、事がふへfこのであちます。而して

彫刻が紛盤的に置がちを示して来Tこ之が彫刻表徴

の本となっTこのであちます。

所で今迄お話をしf こ我圏彫刻の費運はお聞きの

湿りでありますが、併像彫刻としての見方は彫刻

性のなかっTこ我が民践に先住民族が多少立体的Tよ

るを好み、其の民族の心を受けつつも計ら令支那

朝鮮経由の西欧より偲来せる立体悌像彫刻の草食入

により、こ乙に完全なる彫刻を知ち推古、白鳳、

天卒、貞組、藤原、鎌倉と各其の時代に於ける世

相に感じ費化嬰遷して今日に及ぴましTこ。彫刻j の

歴史をにぜ 91こる様は極〈大休に於て御承知 u ご

さつに: 事と恩ひますので、時間の都合もあります

から是れから博物舘出陳の傍像、倫興程寺東金堂

の併像を貨物に依って栴設明して御了解を得る事

lこしまして之で私のお話を止める事に致します.

〈幹事記有文資記者〉
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中 野 順 次 郎

。間取りには三段階の形式がある

家庭生活は新婚の夫婦時代から始って、子供成長期のに移り、終ちは再び老人夫婦 ｴｾ りの時代となるの

が最も普湿の場合と考えられます。

人によってはこの段階を通じて同じ住宅で暮し通すこともありますが、これでは生活にぴっ? こりとした

合理的の住宅に住み得? こといふことにはな b ません。

ある時代には ｴｾｴｾ 覧《て無駄があ ｢ 、まに時には室 ｚ 設が足らないことも起るとか、何れにしても定めら

れに器に生活を合せて行〈やうなものであちます。そして多〈の場合、古い不便な生活の態で辛棒しなり

ればならないと思ひます。

そこで家族構成の褒展に感じ? こ住宅を濯ぷ必要が起って診りますが、これを大別すると戎の三段階に考

えてよいと恩ひます。

第一の段階H ・H ・若い爾親と可愛い子供の家

第二の段階… … 世年の南親と青少年時代の子供遣の家

第三の段階・…・・老夫婦の震めの静かな家

。第ー段階の住宅卒面は

この時代は長子( 男、女〉が10才 iこ主主する位いまでのことで、子供が南親とはなれて濁立の居痩室を必要

としません。若し子供が多い場合でも男、女の子供が同室に出来るので療室の数も少〈てすむはすもです。

従って買い南親の居疲室が中心となって、間仕切の少い魔々としに単純な平面が遁嘗であ b ます。二むも一

つの激備療室と、食事室のあることは住宅千百として望ましい原則でゐりますが、 ζ の場合廃キとした板

接の縁側があ b 、庭への出入が自由に出来ること、雨天でも深い軒下で子供の遊べる場所のあること、出

入口の附近に子供の遊戯道具を入れる置い物入等忘れてならない注意であります。
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蘭

手を

告書

。第= 段階の卒面では

爾親が35才- 5 0才位いまでの聞で

長子は既に結婚期に入りますし、戎

す。

ち、最も多い家族構成の震の住宅で

生活することを要求するでありませ

子、三子も潤立し? こ痩室が必要にな

すし、一人キ々一人前の成人として

家族人数も 5人~τ 人と想、像されま

う。叉爾親の交際も贋〈、子供にも

友人の出入が多〈なち、ざうしでも

複雑な間取が必要なのであ b ます。

家の麗さも 20坪 - 3 5坪位いを章受少

限として考へなげればなるまいと恩

(1 gv平)イ乞乞平和0 ) 491¥学ー臥 f苦

ひます。

従って疲室は南親、息子、娘、? 象備室と数多〈とらなりればなりませんし、食事室も 4. 5- 6帖の麗きが

要ちます。出入口もニケ所以上、物入れは室毎に附げて置くこと、台所、浴室等も夫キ贋いめにする、洗

謡、裁縫等住宅として一通りの設備が欲しいのが、この時代の住宅であります。

。第三段階の平面

活動的な第二期が遁ぎると

第三期の比較的静かな老夫婦

の生活期に入りますが、子女

が夫々猪立して別に家庭を持

も、時折訪ねて来る柴しさは

間

往 時

官事

孟

P告 この住宅の持味と考へられま

す。

. z p 面の中心は再び老夫婦の

居室となり、ここは水入らす・

の来客に備へて悠つ? こりと設

備の完備して今ることが大切|? 

R↑

 

です。食事室は茶の間 lこ改稽

され、 暖 いサンル ーム が欲 し

〈なります。 疲室は老夫婦以

外のものとしては汲備的にな

? 右手色2  

イ主主苧金7の向IJ

( 2マ) t Jf) 

¥_ 1-

不二良時
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b ますから余り麗〈な〈、教も少岡事事

〈てよい筈です。? こ? ゴ家族連れの

泊り客があることに備へて二段式
e司町、':"内ー--.r-、̂"'"同一一

のぺツトとか、折昼式のベットが

この場合廊下も短〈、居聞を中

心にして便所、浴室、台所等が手

近にあることが大切です。

若し精子式にするならば長い時間

静かな生活といふ点で昼本位の

休息出来る安楽な設備でないと困

住宅が好まれるのも営然ですが、

あると便利でせう。

ります。

強備室は女中とか家政婦とか臨

山

仰

、

』

H

1

1

0

i

l

l

i

t

-

-

ヘ

一

時に泊ることの出来る療室である

1:f .' .乙手，[1のイ争'1 L乙 l 貯呼}千三 ｾｈ 背

こと、行動に祭な2 j S - 家で床面に高低のないこ と等注意すべき点であります。

。窓族の誰もが満足する住宅を

家庭は家族の? こめの平和な柴しい /J 、祉舎ですから家放のめいめいが安心して柴し〈、減足出来る間取ち

と設備が必要です。

主人の f こめ、来客の? こめに都合がよいとされ? こ遁去の習慣は日本住宅の大きな欠点であったが、今こそ

住宅の民主化が要求されるのは嘗然であ b ます。

この理由で、最も長い時間家庭にある婦人の Tこめに、護育と活動に: m: : : を置く子供のfこめに、新しい住

宅が考案きれなりればならぬと思います。

家族の鴻・足する伎宅とは、家族の個人キ# が満足すること、家族の小位曾全体が満足することのごつの

意味がありますが、そのにめには各室が夫キ使ふ者のために衛生的で便利であると同時に出入口、廊下、階

段、便所、浴室、物入等共通の部分が家族のめいおいに便利で合理的であることが必要なのであります。

。換気は大切である

日本の気候は湯気が多いので 、採光計書と同様に換気を霊 〈考える必要があります。換気の目的 iユは今

一つ汚れ? こ昼気を入れかへることにもありますが、特に療室のやうに長い時間使用する室は人体から吐き

出す炭駿ガス の＿こめにｾ気が汚れるので 、新しい空気と入れかへることが大切です。

表取ガスは新しい空気中には僅かに o. o{%位いしかありませんが、多の閉めさつに室で火鉢を置くと

' 約50傍 2 %1こ域へることがあります。室内は多少茨酸ガスが多いのは官然ですが、これには眼度があるの
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暑い時の淑度、冬の茨酸ガス、何れの場合を考へでも、住宅の換気は充分にして置〈必要があります。

。換気に Iま攻のやうな

方法がある

風のない時… … 窓を閉めて室内に

気流のない時は室内塞気が自然に封

流するく温度襲化の? こめに〉ことに

注意して、天井とか高い繍聞から排

気出来るやうにする。

窓から風を取入れる場合… … 採光

慾を開りて風を流す方法であるから

気流の性質に感じて流れやすいやう

第 五 回

一 天寺水集号えをし

膨タJ ケメλ . 'r， ノグ111/1.1
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暮すところですから、ここを使用する

人 iこ最も便利で快誼であり? こいもので

す。

居療室に於¥1 る: A . . 聞の気持を考へま

すと、

猪占してゐ? こい( 個人の零巌

性〉

精 | 自分の考えで暮し? こい〈自由

紳! J  J 性〉

的 i 好 tr 環境の中にゐ? こい. c 調和

に i 性〉

安定し? こ気持でゐ? こい( 精神

の安定感〉
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に工夫しなりればなら 1; ぃ。

最も有拐なのは窓が相封して二つある場合であるが、これは物入

れとか、間仕切壁の関係で無理な場合がある。ぞの? こめに完まから入

つに風を反封側の欄間や天井換気花に導仁平うにしてもよい。

他の方法として角窓にすることもあるが、風の弱い時には余り有

効でない。

劃向窓の場合は多になると反封の風向きになるから多側の採風窓

は南側に比べてメ~ズ程民iこ小さ〈する方がよい。

。居寝室に望むことは

住宅の中心は居疲室ですが、談話、韻書、睡眠等最も長い時聞を

口問
11 t  11↑  

①後電. ⑥ 命 者 .
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刺激と安息がカ目減出来る

寒暖に我慢し? こ〈ない

随分ぜい? こ〈で今の日本人には出来ない相談と考えられるかもわかちませんが、このやうに望なことが

人間性から 嘗黙要求されてよい保件と思います。

過去の封建的なイ主生活を捨てる意味もこご tこあると考へます。一歩々々これに近づき? こいのであります。

。日本住宅の習慣性とは

人間の本位には習慣に従って考へ? こ

り、行動し? こりするところと、他面 tこ

は新し〈計主をして創造の.仕事をすると

ころとがあります。この二つの本性を

一人の人聞が同時に解決しゃうとする

のですから、其E還に何等かの方法がと

られなげればなりま せん。梨、共はこの

方法を或は科皐的に、合理的にするこ

ともあり、互支は概念的に、宗教的にす3

ら求めることがあります。

このやうな場合が佐ひのあり方 に起

るのも又嘗然でありませう。てから佐

宅に於て習慣性が認められるのは嘗然

のことですが、又一面習慣を院して極

宮容 七 回

fso 

長ナ pfl 勾報室

いも司… . I  S- 'tI"; 3 

1←- 0 1  

100 

めて創造性に富んて新しい形式が求められることも大切なのであります。

それでは日本人の往生活にはぜんな習慣が残ってゐ fこでせうか。

1 . 玄関で履物を股ぐこと。

2. 床は昼で坐式生活であっTここと。

3. 何虞にでも坐れるがこれといって遁J官な家具設備のないこと。

4. 靖国を使ふから任意に療室が出来ること。

5. 橡側や襖で室の大きさが伸び縮みすること。

6. 構遣の性質上屋外の寒暖がそのまま室内の寒暖になってゐること。

7・室内の寒暑を建物で調節出来な いから衣類でけに頼って調節し? こ之と。

8. 靖国の格納から物入れが多〈なつTここと。

9. 襖や障子で夏と多の間取りが自由に挺へられfここと。

10. 全体として和服には向〈が洋服には不向きであること。
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11 . 大人や老人に は遁嘗亡が子供逮には方' 1 t ぎであること。

12. 座敷には床の間がある。

官事 F、 間 作J れも畑関聯してゐることで

すが、 5 っと以上のやうなこと

e  

が考えられませう。

i 包
きでこの習慣をこれからも績

圭。ヲ:? (1 1こもので ありませ うか 、ぞれ

0 )  

ともすっかり捨てて新し〈将来

，;L去F の住居を創造すべきでありませ

うか?

これは笈例ですが、ゐる家庭

r

h
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1
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，e
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m

y

|
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町

噛
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の

回

一

4

r

J
一

ム

雄

で何利 1f. 立式の洗濯場を設りてゐるのに、そ乙の女中さんは相愛ら令風呂場の床に膝をついて大きなにら

とで毎日の洗濯をしてゐるといふことです。

一体Tこらいの洗濯による習慣の方が便利なのか、それとも活動的で疲努の少いコンクリ戸トの洗濯台の

洗濯が菌倒なのか大いに考えなりればならないと思ひます。それから立波な舗装道路の上を洋服と靴で歩

〈やうになっ ｔ こｾ玄関の贋物入れは必要なくなるでありませうか＿

玄関に泥拭ひがあ b、ちり梯ひを設備して、扉の中には雑音の? こ? こないリノリウムや敷物が床に敷かれ

るやうになっても私共は靴を脱ぐ習慣を繍けるでせうか?

併しこの場合でも夏の靴ばきが日本の瓦の気候に不向きとあれば靴そのものの改良を考へるとして。

( 完〉

官存 九 回

A

伊
一

H

f

l

官

i

'
V

-終 ;:.fj ｻ予告の ］ｾ

( 筆者 都島工業高等感校壁土頭〉
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趣 味 の 話

生

A ι  

昆

本 記 事 は 過 日 建 築 協 曾 が 和 歌 山 で

まえがき :

催した克与と務演舎の一筋である。 .

竃M会の穏としてZ震に面白< Ｎ且つ 有ｾな弘のと考 へ、特

に蛍日‘の稀舗に寄稿をお願P したものである。内容は専

問的な部分をさけ、極〈沼俗的に、然も漫E量的にお願ひ

した事も併せてE費者の御綜承を希ふ次第であ る。

一一繍斡子一一

『貝類J について 多〈の人身は余り開心を持って

居ないゃうであります。私が買に趣味を持ち出し

て相嘗長年月になりますが、大低の人が私に向っ

て「先生は貝の研究をなさって居られるそうです

が、まさか夜の貝ではないでせうねJ とか『生き

党員」ですかなんてニヤリと笑って訊ねられます

が、質際大低の人は貝といひますとすぐに創迭の

紳が我キ人聞に奥え給う 7こ最も紳聖且つ厳粛な る

意味を持つ婦人の肉体の特様ある部分を蓮想、する

らしいですね。併は之について私は大いに誇りを

感じるのであります。何故かといふと人生に欠〈

ことの出来な い肉体の一部と同様 lこ、 貝類と人生

とは又欠〈ことの出来ない平野接な開係がある こと

を鼠〈意識づけられる次第で、貝の研究は本官に

やりガヒがゐるわりです。

きて只今も申しましにやうに貝といへば直ぐに

何かを連想し? こり、アサ P や姶位しか恩ひ出せな

いといふこと は本嘗に遺憾であ ります a

由来日本人は科署長知識に乏しいと申しますが、

それは科撃の基礎となるべき自然科皐lこ無関心で

あっTこことは事責であります。敗鞍日本の姿を眺

めます時に愈々此の感を深〈するのであって、 こ

れからの教育も此の方面の基礎的な敬育のあり方

が必要なのではないでせうか。私は此の意味から

一人でも同志を得るやうに叉若い人々を指導して

行き度いと考へるのでありますa

直c: r;t? 1  

一体貝類とはぜんなものか

といひますと甚 Ｑｾ 六ケしいや

うですが次に簡単に説明致しませう。

『貝』とは軟体動物の外設をいひます。併 し中に

は金黙殻を持f こTよい仲間も相官にあれ又肉体の

中に貝殻質や骨を持ってゐるのもありますが是等

をと線稿 して 『貝類J と呼んで居ります 。

た わ ら 貝

〈 陸 産 〉

外設を持ってゐるもの〉中では規や姶のやうな

二枚貝、ホラ民やサザエのやうな谷良やその他い

ろいろの型のあるこ とは御存じの通りですが 、殻

のないものを いひますと鮪の類で、体内に骨のあ

るのがイカの類、又体内に石ｴＧＨｾ 賓 と角質の殻を持

つのがアメフラシやナメクジの類であります。

一体貝類は生活キ動が鈍いので動物界に於いて

ＨＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＮｩぷＺｩｉＢＯＯＮｉＧＯＮｉＧＮｉＧＮｉＧＮｉＧＮｉＧＮｉＧＮｉＧＮｉＧＮｉＧＮｉＧＮｉＧＮｉＧＯＯＮｉＧＮｉＧＮｉＧＮｉＧＮｉＧＮｉＧＮｉＧＮｉＧＯＮｩ凪 ｾＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯｨ 必 ＢＧＮｉＧＯＮｉＧＮｉＧＮｉＧ ＯＯＯｵ ＮｉＧＮｉＧＯＮｉＧＮｉＧＮｉＧＮｉＧＮｉＧＮｉＧＯＮｉＧＯＯＮｉＧＮｉＧＮｉＧＮｉＧＮｉＧＮｉＧＮｉＧＮｉＧＮｉＧＮｉＧＮｉＧＮｉＧＯＯＯＮｉＧＯＯＮｉＧＯＯＮｉＧＮｉＧＯＯＯＮｉＧＯ ＱＮｩ 払 ＺＧｙＮｨｾ，ＯＯＯＯＯＯＯｾ Ｇマ ｖＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＮＧｙ ＯＯＯＮｲＮＧｬＯＯＯＯＯ ＯＯ ＯＯＯＯＯＯＮ
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は非常に貧弱な地位にあるやうに考へられて居り

ますが決してそ 5ではありません。

種類の数にがきまして正確な統計は到りません

が全世界で約10高種から 15高種もあるといはれて

居り、生物界の王者と呼ばれる昆盆類に次いで第

2 番目の地位にあることは正に驚異に備するでは

ありませんか。

何故このやうに多いのかと申 Gますと一口 tこい

へば地球上の何昆にでも、ほとんぜ凡ゆる所に見

出されるのであって、世界最高の山峯にでも、深

海は申すに及ば令離れ島にも、海の表面にも、都

曾といはす・回会ーといはす¥野にも山にも ;屡んで居

るのであります。只: 2 ; 中には璃念乍ら見出されま

せんが樹上に生活するものもあるのであります。

滞 留 に 浮 〈 ル P 貝 と 其 の 然 泡

新議に数多〈の貝類を研究し、蒐集することは

誠に意義のあることと思ひます。私共は朝暁の散

歩にでも木の根元や公園等の立樹からも材料が得

られるし、ピク= ツクやハイキングにでも野や山

で容易に貝類を見出すことが出来るのであ b ます

から、木賞に面白いことです。

「二一一- __一二三j 貝類は事問上五つの部門 iこ

i 貝 の 分 類 j

i一一一一一i 分類されて居ます。

1 . 頭足網 この類はグコ、イカの類で7 . k 中の

みに緩んでゐます。

2. 腹足綱巻貝の類でホラ貝やデンデシ虫や

グニシ等の類で、潟水、淡水、障上に棲んで居ち、

頭と産量舌を持ってゐるのが特徴でゐちます。

この仲間には寄生のものも共生生活を密んでゐ

るものもあります。

:9 Y  " ぐ ウ 11; ν、

Ｘ ・芝基盤緋 Ｑｾ 類とか双設類とも呼ばれ、姶

のやうな二枚貝で水中のみに緩み、頭や重量舌を

持?こ Tよい点と移動力: 非常にのろい点、が特徴であ

ちます。

タカヲ古川、の歯 イモ古川、の歯

ヲ J がい

4. 翠旦塑角貝類ともいひ動物の角のやうな

形をして居り斧足であって頭、重量舌を持って居

ります。

5・笠ffi l f ! 盗塑背に八枚の殻を持って居るので

八枚貝とも呼んで居ち主として岩石に附着して

苦々に貝類は一体さ' れ位種類

があるかといふことは誰しも

起る疑問でありますが、極〈最近斯界の権威者京

都大事の黒回徳米博士の調査統計によりますと日

本に於ける貝類の種類は大体次のやうな結果が琵

w/ / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / " " ，/ ，，/ ，/ / / / / / ，，/ r，/ / / / / / / / ，/ / / / / / / / / / / / / r / / / / / / / / / / / / / / / / / / / r / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / r / / / / / / / / / / r / / / r / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / P/ / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / A 
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表されましに。

先づ海産のものでは

二枚貝 Ｑ ， ＰＴｾ 種、角貝 34種、蛤、いかの類125種

巻貝 3，313種、紅茶類といって「うみうし、あめ

ふらし」の類約200種、八枚貝56種

之に朱琵衰のもので目下研究中のものが約500

種以上となり海産種計5，151種類以上となり、此

外に陸産 1，220種、淡水産約200種を加えると貨に

6600種類以上となり之 iこ米決定の分を合せると 70

00種以上になりますが、今学我キの努力如何に依

つては一高種突破もそう逮〈はないと恩ひます。

本 官 に 我 閣 は 貝 類tこ於ては世界第一の多産圏な

のであって l比の点私共は少# 鼻が高いのであ b ま

す。外国について、かりに英本閣の例を取 b ます

と水産800種、陸産80種となって居り'我溺の約1/ 10

に過ぎないので、之れと絞ぺて見ますと我図には

如何に多いかがうなづりるでせう。

何故日本には此の様に貝類が多いかについては

気候( 緯度的関係〉、風土、潮流その他の関係にま

るのであります。

仁 コ 町 民 と 腕 山 内 如 何

貝 と 住 宅

一一一一一一一ー なる開係があるのかと建築関

係の皆様方は不思、議に恩われるでせうが私は大い

l二割係があると考へるのであります。

現在我園に於ては多〈の都市が鞍災を受けて欝

失し、叉最近の天災を蒙って私共の住宅は大部分

被害を受げてその伎宅を失ひ、伎なに家のない気

の毒な人キが誠に数多〈、終段三年後の今日傭住

宅 難 lこ鳴いでゐる有様で如何に復興を聾高〈叫ん

で見に所で材料難、資金難等、かてて加えて難し

い規則等tこしばられて容易に復興出来ない始末で

あ b ますが、一歩自然に目を轄じて貝類の世界を

現いて見ませう。

ヨーi ' 7/ H/ / / / / / / / / // Y/ H/ " "抗品位向U/ / / / .祝; f ///////，ιaのU/ / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / /

彼等の世界には決して住宅難はありません。

併も彼等はその種類毎に夫キ特徴のある具っすこ

濁得の家を持って! ゐるのであって、賓に偉大なる

建築家であります。併もその種類に依つては装飾

( 色彩〉や彫刻をさえも誇って夫今一個体の住宅

を造りつつ悠キ自遁? をしてゐることは我キ人間

様にとっては本嘗に義しい眠りであります。

さを〈天巧至妙といひますか、進化の巧と申しま

せうか、創造の紳は員類tこ謝して既に原始時代か

ら撃ばす・して建築事を完成せしめ、更に彼等は自

己の肉体と生活に遁態し? こ、住居を築造し得る天

然の建築家であり我キより優れに建築技師Tごとい

八ませう。之等の点から私共は皐ぶべき所が多い

と考へまJす。

タ マ サ カ が い

( 正 面〉 ( 背 面〉

彼等の中にはクマサカガヒ 'といって棲息、の場所

の近くにある他の貝や石をその員設部に順序よく

丁寧に〈つ附りて行{ 等は、原始時代から既にコ

ンクリート繍をさえ心得てゐるといふ驚〈べき技

符家も居るのであります。

次にカキやアサリの貝裁を焼いて作ヲ? こ燐設衣

といふのは、石茨の代用として背から建築に用ひ

られ? このでその産額も非常に多かつにのでありま

す。

貝と建築に闘しましでは、民そのままの形や色

/ / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / // / / / / / / / / / / / / P/ / / / / / / / / / //.j抗W/ / / / / / / / / / / / / / /.I.核7/ / / /Ao
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彩や彫刻をそのまま模様として、又東飾として用

ひられますが、更に工夫研究すれば壁や天井やら

んまの彫刻等に利用して非常に面白いものが出来、

るのであります。

明治の末期から大正の初期 lこかt 1 で、我圏の貝

類界振興の? こめに非常に努力されに故2 j S - 瀬奥一郎

翁が編纂致しましに平瀬貝舘蛮行の『貝殻断面画

J といふ本がありますが、僅かに十二種類の貝殻

を縦に、横に、斜に切断してその切口を印到のや

うに押し並べて種キの模様を描き出してあちます

が、貨に面白いものが出来て居るのであります。

このやうに種# 工夫をすることによって貝類と住

宅の面に倫幾多の有意義な問題が珪されてゐると

患、ひますゐ

｛二ｾＺ｟｟ｾｾｾｾｾｾ ｾ Ｚｾｾ ｾ 貝類と人生に就いてこれを

i 貝顕と人生 i

t一二二二一一一i 時代的に考察して見ますと、

我図の歴史'の始まつに所謂原始〈石器〉時代の初

期には人キは米や粟のやうな五殺もない時代のこ

とてから、主として菜やクルミや桃や椎のやうな

果賓と共に海涯に漁 b 貝や魚を採り、又山塁手に狩

りして獣類を獲て之等を主食としてゐにので、ぞ

の食物の大字は道具の要らない貝類で渦・足してゐ

? こらし〈、その後精キ進歩して王殺を作り、貝類

や前記の食物をと併食し、稀れには貝殻や獣骨で什

穏や器具に利用して居ったことは、今日貝塚の珪

掘によって推定されるのであって、嘗時の人類に

取って貝類は欠くことの出来ない重要な関係を持

って居? このであります。

その後時代が進むにつれて貝類の肉は食用とし

貝殻は美術品や挟飾品や愛玩物とされ、又賞用的

な器具、什器として使用され、或は肥料に、工業

用安材等に利用されでゐるのでありますか、叉そ

の利用面から大別しますと産業方面に美術方面に

叉衛生方面に、我キの生活の大抵の部門に豆タて

霊要な役割を果して ゐるのであ b ます。

③タ 1frヤ サ y ミナ J⑮ ア y ポ イ ナ

く猛毒を持つ貝の例〉 ・

特に衛生方面に於ては慶島地方に於げるカタヤ

マ病の病患や肝臓ヂストマぞ、の他の寄生患の中間

宿ち主となウて人事に危容を加えてゐることも，注

目すべきであり、フナクヒムシやイワホ P ガヒ科

のやうに船体に穴を開t 1tこり、堤防等を〈づl _ . . 1こ

り、イモガヒ科の一部のやうに刺戟lこよって猛毒

を注入して危害を奥え、叉田加の作物を喰い荒す

等の害事撃を奥へるものもあって、人生とは写密接な

闘係を持ってゐるのであ b ます。

一方食用としては現在の所、日本産の貝類では

食べて毒になるものが一種類もないのであるから

、此 ｉｾ 食糧不足の折柄私は大いに員食を此の捜合

にお劃めする次第であります。

以下貝類について種キの菌で断片的ですが、興

味のあるものを思ひついに優に吉田湿して見? ごいと

思ひます。

@ ジ ヤ ノ メ ダ カ ラ 貝 貸

貝貸昔支那では貝を貨とし、亀を受 k し? ここ

とが周の時代から行われて居りまし? こが、棄の時

代となって債を慶して泉を行ひまし? 二。泉とは銭

に通じて貨幣のことをいふのであります、? ごから

秦代までは貝貨が通用して居つTこのであります。

ＺＱ ＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＰＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯｨ 品 ｕ 回目 ｷＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ ｨ 白砂 ｾＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＮｲＯＮＯ，ＯＯＯＯＯＯＯＯＯＮＮ｣
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現代に於ても甫洋方面の未開の闘では矢張り買

を貨幣とする風習があるのであって、この貝貨に

は美麗なタカラガヒが用ひられ℃ゐるゃうであり

ます。

新の様に作J れの閣に於ても背から貝を非常に貴

重視してゐ? こことは事責であって、現在でも漢和

酔典の貝の部を見ますと費、貨、財、費、貴、践、

熔、賄、貧等の漢字は殆んさ'財産や、身分や贈答

に関係のある意味を持つに文字ばかりが津山見出

されることに依つでもよ〈到るのであります。

併し日本に於ては貝貸が行われ? こことがないゃ

うであ b ます。

貝合せ 今から約1200年位昔から貝合せとい

ふ遊びが我図の上流量土舎で非常に流行しfこのであ

［Ｏｊｾオオ

ります。この遊びを『貝掩ひJ といひ比較的大き

⑮ 主 平 自 姶 @ 耳 黒 姶

きの閉じやうな成るぺ〈白色無地の姶、な¥tHl ぽ

耳白の斑文の少いものを撰んでその内側に全部同

じやうな美麗な輸を密き線、数 360個の姶の、各一

重野を夫キに分りて、片方を『出貝 J といって仰向

げにして並べておき、他の一方を「地貝」といっ

てこの地民の一個を取上げて、出貝に唯一度で合

せて取るといふ遊びなのでありますが、 i合せると

いふ意味からこれを男女陰陽に醤へて出貝を『女

貝」、地貝ｾ｛Ｂ男貝』とも呼んで夫々を貝桶といふ黒

塗蒔給を施しTこ美しいこつの桶〈固筒形又は角筒

形の絹〉 γ 入れて保存し? こもので是は婚挫の際に

欠〈ことの出来ない調度品とし? このであります。

姶は何千何f - ! ; ; あってもー封の左右雨設のピック

りと合ふのはぞのー封よりないことからこの遊び

が行はれ? このでありませう。

蛤の腎 貝合せで姶が耳元扱はれましfこので序

に姶の話をこっ三つ脅いて見ませう。

@ 徳)11吉室長公が前記のやうに姶が何千何高あって

も合ふのが只ー封? ごげに限られてゐるといふの

で一夫一婦の誓を守らせる震に結燐の式には必

今姶の吸物を供させにので、無童文の民の中で合

ふのが? こ? ごーってりしかないといふ便利な鍵を

作るやうに、それは健かに目出度い欝術品に遼

ひありませんが、叉私共人聞には幾千設高集め

てもさ' れ lこでも合うといふ便利な部分品? を持

ってゐることも又目出度い限りといはねばなり

ません。

@碁盤の」土で等ふ烏鷺鞍に用ふる男聞の黒石は天

下 iこ有名であり' ますが、白石は日向産の姶( 支

那姶〉は手錫といひ、パチリといふ響といひ、

最上品とされてゐ、ます。

@姶を火に焼i 1 ば竪〈閉し千二口を開りるといふこ

とから次のやうな話があります。

京都の有名な『姶御門」といふのは、その形が

姶の形をとしてゐるのではありません。昔は『新

在家御門』といはれ、. z p . 索は閉されて φて一般

I士通行を許さな小つ? このでありますが、天明八

年正月に禁裡炎上の後、此の門を開いて一般の

遁行を許し? こので、焼りてロを開け? こ所が姶に

似てゐるといふので、誰いふとなし iこ姶御門と

沼落7この1: といはれてゐます。

以上私は貝類について只ほんの一端を述べ? こに

過ぎませんが、私達の関園を見廻しますと貝類が

生活の中 l二生きてゐるのであります。

本嘗に貝類と人生とが大きなつながりのあるこ

とを知って頂き、何露にでもある貝類に興味を持

? これで貝類でも蒐集してみゃうかといふやうな同

好の方 h が一人でもありまするなれば私の本懐と

する露であります。 ( 23. 9. 1記〉 一終ー

( 筆者は紀州貝類研究合主宰〉

，./////.///////////////////////////////////////////////////// / / / / / / / / / / / / / / ) / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / ; W/ / / / / / / / // / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / .岬 v/ / / / / / / / / / / (. r / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / n.
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. 編 輯 後 記 φ

新しい出張をしに『建築と批合J 第一蹴に劃しでは各方面から御批朔をい? こ1: ぃ? こ。おほめ

の言葉も大分頂戴し? こげれ乞も'中には内容の程度をもう少し高めではといふ御意見もあっ? こ。

しかし前鋭にも謹べTこように昨年の組合で一致しTこ方針に出来る 1:11添うように努力しにつも

りである。勿論編輯f官事者としてもま 1: ま1: 充分とは思っていなり、こうもしにいあ〉もして

見Tこいと日頃頭の中で浮きえている半分ぐらいしか形となって あらわれて来ないといふのが本族

である。

色キな事情から合員の方々からも賞受をい f こ1: いて諌んでいに1 " : ( とし、ふことになって、第

一蹴は出 Tこのであるが、この点についても種々御意見を伺うことが出来Tこq まに合員でお・届け

出来なかっ? こ方々もあっTこことはまことに遺憾に思っている、多少の接部はあちますから第一

蹴御希望の方は協合事務所まで御申出い? こ? ごき? こ L、

街、今回第二誌から再び合員の方キには合誌として無料配布申上げることになっ? こわりであ

るが全合員に洩れな〈お届け出来る様に努力するつもりである、合員以外の方キに撃すしでは前

回通り賓費配布の方針である。

第二競の内容については第一競とその方針に襲ちな〈、 Tこ? ゴ職後の復興建築を主題として座

談合や作品を扱って見Tこ。編輯技術の未熟な点を私共の熱意で補って行〈心懸である。本誌の

新出張に際してい? ニ? ごい? こ査を大な御盤援に厚〈御腫申上げると共に n 更に引観いて合員諸兄並

に韻者諸彦の御支援を御願いする次第である。( 出版委員記〉

建 築 ま 枇 奮
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第 2 競

変 侠1部 金.40国く主主料共〉

昭和23年10刃20日印刷・昭和23年 10月25日遊行

続斡後行人

褒行f ; I j

戸

一一一司・ー・ｾチ、ｾ・ーーー一ーー
JII 弘

思 日 本 建 築 協 曾
( 奮和光工業株式合祉)

奥 小 路 工 業 株 式 曾 祉
大阪市北軍中之島3 / 3朝日ピル

f 土佐痢 ⑪ 1836・3(i 31呑

電 話 い じ 滋 @1 3 3壬- 9 昏

振 替 口 座 大 阪 3 9 9 7 5 呑

鍛 工 第 二 採 々 長 田 中 築 ー

本最t工場 大阪市此花直停法町北一丁目玉七

健謡・此花( 46) 1285 ・1286呑

料戸分室 市申戸市生田w ; 三宮町一丁目九六

電話元町 ( 4) 2  ｾ＠ 5  2 寄生

大 阪 市 東 l i l I 北 潰 三 丁 目 七

印 刷 人 児 島 明

大 阪 市 東 直 北 演 三 丁 目 七

印 刷 所 見 島 印 刷 株 式 合 紅
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